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暮らしに寄り添った
公共交通を目指して

〈特集〉

もっと利用しやすく 手前のバスが市内循環線を走ります　

最大２万円分のマイナポイントを付与

詳しくはこちら↑

マイナポイント申込みの対象となる
マイナンバーカードの申請期限は
令和４年９月末です。

10月１日運行開始！
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特　集

  

誰
で
も
利
用
で
き
る
バ
ス
な
ど
の
地

域
公
共
交
通
は
、
市
民
の
生
活
を
支
え

る
重
要
な
足
で
す
。
近
年
、
自
動
車
運

転
免
許
自
主
返
納
者
や
高
齢
者
の
み
の

世
帯
が
増
加
し
、
今
後
も
、
地
域
公
共

交
通
の
需
要
は
一
層
高
ま
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
路
線
バ
ス
市
内
循
環
線
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ポ
イ
ン
ト
や
、
各
地
域

で
運
行
し
て
い
る
市
営
バ
ス
・
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
市
民
の
生
活
に
寄

り
添
っ
た
地
域
公
共
交
通
を
特
集
し
ま

す
。

市
内
循
環
線
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

市
で
は
昨
年
、
よ
り
利
便
性
と
効

率
性
の
高
い
公
共
交
通
を
目
指
し
て
、

「
鶴
岡
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を
策

定
。
そ
の
中
の
施
策
で
あ
る
バ
ス
路
線

や
運
賃
等
の
見
直
し
な
ど
の
実
現
に
向

け
、
市
民
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
基

に
、
交
通
事
業
者
と
改
善
案
を
検
討
し

暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
た

公
共
交
通
を
目
指
し
て

も
っ
と
利
用
し
や
す
く

ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
市
街
地

を
走
る
路
線
バ
ス
市
内
循
環
線
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
が
10
月
１
日
に
実
施
さ
れ
ま

す
。

各
地
域
の
公
共
交
通
の
充
実

 

「
市
街
地
の
路
線
バ
ス
が
便
利
に
な
っ

て
も
、
そ
こ
ま
で
の
移
動
手
段
が
な
く

て
の
…
」。
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る

方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

路
線
バ
ス
が
通
ら
な
い
地
区
も
あ
る
各

地
域
に
は
、
市
街
地
と
を
結
ぶ
便
利
な

地
域
公
共
交
通
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

移
動
を
支
え
る
公
共
交
通
。
生
活
の

利
便
性
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
・
交

流
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
な
ど
、
ま
ち

づ
く
り
に
と
っ
て
も
大
切
な
存
在
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
で
は
暮
ら
し
に
寄
り
添

っ
た
地
域
公
共
交
通
を
目
指
し
、
施
策

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ＪＲ鶴岡駅エスモール
バスターミナル

鶴岡市役所

大部町

ウエストモール

稲生新橋 小真木原運動公園

協立病院

八ッ興屋

天満宮前

第５コミセン前

荘内病院

大西町

※国土地理院の地理院地図に
　バス路線を上乗せして作成。
※下記路線図は簡略図です。

路線バス市内循環線が再編されました！

このバスが目印！

…Aコース …Bコース …Cコース（新設）

市内南部に
新たな路線
が誕生！

問
合
せ　

本
所
地
域
振
興
課

　
　
　
　

☎
35
‐
１
１
９
１
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約300ｍ圏内にバス停を設置します！

s
ショウコウ

hoko c
チ ェ リ カ

herica

☆バスの小型化によって住宅街を通る路線が増え、こ
　れまでよりも皆さんの自宅に近い場所でバスの乗り
　降りができるようになります
☆バス停の数が大幅に増えます

79か所市街地に住む
Ａさん夫妻（70代）

バス停が遠くて
歩くのが大変

家の近くで
乗れたら

楽なのに…

庄内交通㈱
常務取締役
乗合バス事業部長  

髙橋広司 さん

　高齢化が進み、路線バスの需要が高まっている中、
利用者の生活に合わせた路線バスを目指し、この度リ
ニューアルします。今までは、バスの時間に生活を合
わせる必要があることから、車を運転しなければとい
う方もいたと思います。医療機関に行くとき、また、
冬の雪道の運転に不安なときなど、様々な場面で気軽
に路線バスに乗ってお出掛けしていただきたいです。
　コロナが収束しない中、感染症対策として、乗務員
のマスクの着用・健康観察、車内の換気等を行ってお
りますので、安心してご利用ください。

目的地まで
いくらなの
かしら？

小銭を
出すのも
手間が

掛かるよ

58か所

運賃が一律300円になります！

Point
01

☆運賃を分かりやすく統一し、市内循環路線バス路線　
　内であれば、どこまで乗っても運賃は300円です
☆ショウコウチェリカなら運賃を楽々精算できます

乗降時にタッチするだけ！

Point
02

Point
03 大幅増便！約１時間に１本運行します！

☆各路線右・左回りともに約１時間に１本運行します

便数が増えたから
自分たちの生活時間に

合わせて出掛けられるね！

多くの方に訪れてもら
う機会が増えて喜んで
います！

鶴岡銀座商店街振興組合
理事長　鈴木裕士   さん

　今回増便することで、商店街に訪れてもらえる機会も増
えることをうれしく思います。商店街にはいろんなお店が
あるので、どんなお店があるのか見て回ってほしいです。
　リニューアルされる10月１日に、ちょうどぎんざ秋ま
つりが開催されますので、ぜひ路線バスでお越しください。

ここが変わる！

つのリニューアルポイント３市内循環線

利用者の
生活スタイルに
合わせたバスへ
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各地域の便利な公共交通を紹介します！

▲

上川代・小増川線（上川代～ゆぽか経由～鶴岡駅）
　運行日：月曜・水曜・金曜日。1 日６便▲

今野線（川代山～ゆぽか経由～鶴岡駅）
　運行日：火曜・木曜・土曜日。１日６便

※両路線ともに、上り３便目はゆぽかが終点。
　下り２便・３便目は、ゆぽかが始発です。

羽黒 羽黒地域市営バス「にこにこバス」
羽黒地域内の経路上はバス停以外でも乗り降りできます

■利用料金　
　上川代・小増川線…100円～500円
　　　　　　今野線…100円～400円
※障害者等に割引制度あり。
※お得なポイントカードあり。
■利用方法
　予約不要で誰でも利用可

▲

大鳥線（松ケ崎公民館～朝日庁舎前等）▲

田麦俣線（旧田麦俣分校口～朝日庁舎前等）
　運行日：月曜～金曜日。各路線１日４便

朝日 朝日地域市営バス
近くのバス停から、気軽に鶴岡市街地へ

■利用料金　
　　大鳥線…100円～500円
　田麦俣線…100円～300円
※障害者等に割引制度あり。
※庄内交通㈱路線バスへの乗
　り継ぎ割引券あり。
■利用方法
　予約不要で誰でも利用可

ポイントカード

乗り継ぎ割引券

詳しくは
市ホームページ

▲

戸沢線（戸沢地区～五十川経由～あつみ温泉）
　運行日：月曜～金曜日。１日６便▲

平沢線（平沢地区～大岩川経由～あつみ温泉）
　運行日：月曜～土曜日。１日７便

▲

関川線（関川～木野俣～槙代～あつみ温泉等）
　運行日：月曜～金曜日。１日６便▲

菅野代線（菅野代～温海川～一霞～あつみ温泉等）
　運行日：月曜～金曜日。１日３便

温海 温海地域乗合タクシー
予約不要で誰でも利用できます！

自宅近くで乗り降りできます！

■利用料金　
　200円～400円
※障害者等に割引制度あり。
■利用方法
　

▲

戸沢線・平沢線…予約不要で誰でも利用可　 ▲

関川線・菅野代線…会員登録の上、利用日
　　の前日午後５時までに温海温泉観光自動車　
　　㈱に電話またはFAXで予約
　　☎43‐2330／FAX43‐2332

地域の特性に合わせた運行方式で実証実験運行を実施中！

※大鳥線のみ、土曜日に試験運行を実施中。
※朝日庁舎前等で、庄内交通㈱路線バス（市
　街地方面）と接続。

※羽黒地域市営バス、朝日地域市営バス、温海地域乗合タクシーは、民間会社の各種乗換え案内サービスで検索できます（一部サー
　ビスを除く）。

市では、各地域から市街地へのアクセス手段確保のため、市営バスや乗合タクシー、デマンド型
（事前予約型）タクシーを運行しています。それぞれの運行形態や料金を紹介します。
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櫛引 デマンドタクシー「くしびっき」
櫛引東部地域で実証実験運行を実施中！

■利用料金　
　　　自宅と黒川郵便局の間…１回300円
　自宅と黒川郵便局以外の間…１回400円
※障害者等に割引制度あり。
■利用方法　
　会員登録の上、利用日の前日午後５時までに
　庄交ハイヤー㈱に電話またはFAXで予約
　☎22‐0055／FAX25‐0515

▲

たらのき代ルート（たらのき代、黒川下、田代、馬渡）▲

宝谷ルート（宝谷、黒川上、王祇、黒川中、松根）
　運行日：月曜～土曜日に各ルートを隔日運行
☆乗降場所
　黒川郵便局、くしびき温泉ゆ～Town、鶴岡協立リハビ
　リテーション病院前（庄内交通路線バス〈市街地方面〉
　乗換え場所）、ヤマザワくしびき店　等

宝谷地区に住み、月に１回
「くしびっき」を利用する

利用者の声

デマンドタクシー「ふれあい号」「すまいる号」
●ふれあい号（東栄地区）

▲

藤島・鶴岡方面（長沼・八栄島・藤島地区、市街地）
　運行日：月曜・水曜・金曜・土曜日▲

庄内町方面
　運行日：火曜日▲

三川町方面
　運行日：木曜日

●すまいる号（長沼・八栄島地区）

▲

東栄・藤島地区、鶴岡市街地方面
　運行日：月曜～土曜日

■利用料金　
　ふれあい号…300円～800円
　すまいる号…200円～800円
※障害者等に割引制度あり。
■利用方法　
　会員登録の上、利用日の前日午後５時までに
　予約受付センターに電話またはFAXで予約
　

▲

ふれあい号…庄交ハイヤー㈱
　　　　　　　　☎22‐0055／FAX25‐0515
　

▲
すまいる号…出羽ハイヤー㈱藤島営業所

　　　　　　　　☎64‐0288／FAX22‐1983

藤島
自宅から乗れるドアtoドアのデマンドタクシー！

予約が簡単で、買物などに便利です。
藤雄さん　運転免許証を返納してか
らは行きたい所に行けず不便でした。
でも、今は「くしびっき」を利用し
て、郵便局にお金を納めに行くなど
しています。
安美さん　ほかにスーパーマーケッ
トに買物に行くこともあります。

藤雄さん　タクシー会社に電話をす
ると、どこに行きたいのか聞いてく
れるので予約が簡単でした。
安美さん　予約をすると家の前まで
来てくれます。冬は道路が凍結して
怖いのですが、「くしびっき」であ
れば安心して移動ができますね。

遠藤 藤雄 さん・安美 さん

ふだんの買物やお出掛けに
路線バスを利用してみようかな

ゴールドパス （70歳以上の方）・自動車運転免許返納者割引定期券

shoko chericaと
一体化しています

通常、１か月１万370円のところ

１か月 2,550円 で

庄内全域の庄内交通㈱路線バスと市営バス、
乗合・デマンドタクシーが乗り放題！

※市内に住民登録がある方のみ対象。　※３か月・６か月・12か月券あり。
※高速バス等一部路線は対象外。　※藤島地域のデマンドタクシーは対象外。

市の補助により、更にお得なバス定期券を購入できます！
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　ウェブ・ライン、市コールセンター、医院受付（電話・窓口）で予約

予約方法

ウェブ予約フォーム

４回目接種を実施している医療機関

医療機関名

第一学区 石田内科医院、犬塚医院、斎藤胃腸クリニック、斎藤内科医院、たんぽぽクリニック、
心臓・血圧 満天クリニック、みやはらクリニック

第二学区 いとうクリニック、乙黒医院、菊地内科クリニック、すこやかレディースクリニック、
中目内科胃腸科医院、中村整形外科医院、ましま内科クリニック

第三学区 伊藤耳鼻咽喉科医院、さとう整形外科クリニック、荘内病院、須田内科クリニック、
茅原クリニック、藤吉内科医院、真島医院、わかな内科医院

第四学区 池田内科医院、川上医院

第五学区 岡田医院

第六学区 庄南クリニック、中村内科胃腸科医院、本田耳鼻咽喉科医院、美咲クリニック

湯田川地区 さくまクリニック、湯田川温泉リハビリテーション病院

加茂地区 齋藤医院

大山・西郷地区 おかべ内科胃腸科医院、中里医院、わだ内科医院

藤島地域 石橋内科胃腸科医院

羽黒地域 佐藤医院、いでは診療所

櫛引地域 遠藤医院、桂医院、佐久間医院、土田内科医院、鶴岡協立リハビリテーション病院、
丸岡真柄医院

温海地域 温海クリニック、阿部医院、佐藤診療所（湯温海）

■問新型コロナワクチン接種対策室（にこ♥ふる）☎25‐2111内線378

最新の医療機関一覧
受入条件やワクチンの
種類、予約方法の詳細

接種に関する相談・予約【コールセンター】
鶴岡市コロナワクチン相談・予約センター☎0120‐125‐226
（午前８時30分～午後５時15分／土曜・日曜日、祝日も含む）

１～３回目接種も行っています
まだ接種していない方で接種を希望

する方は、早目の接種をお願いします。
詳しくは市HPをご覧ください。

※掲載内容は令和４年８月15日現在の情報です。国の動向などにより、掲載内容が変更となる場合があります。
　最新の情報は市ホームページ等でお知らせします。

※お住まいの場所にかかわらず、予約の取れる医療機関での早目の接種をおすすめします。
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夏
は
夜
。
蛍
を
探
し
て
集
落
の
水
田
、
水

路
周
辺
を
歩
い
た
。
私
の
住
む
集
落
で
は
夏

に
か
け
て
住
民
が
毎
晩
蛍
の
観
察
を
行
っ
て

い
る
。生
き
物
を
通
し
て
水
田
、水
路
の
様
子

を
知
り
、
食
料
の
源
の
自
然
を
守
っ
て
い
る
。

　

そ
の
穏
や
か
な
夜
か
ら
数
日
後
、
そ
の
日

は
山
形
県
市
長
会
の
総
会
が
酒
田
で
開
催
さ

れ
る
日
だ
っ
た
。
８
月
3
日
、
県
内
に
大
雨

特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
最
上
川
が
氾
濫
、
改

め
て
災
害
は
い
つ
や
っ
て
く
る
の
か
分
か
ら

な
い
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　

8
月
3
日
午
前
、
阿
部
副
市
長
や
宮
崎
危

機
管
理
監
を
交
え
て
打
合
せ
を
行
っ
た
。
そ

の
段
階
の
予
測
で
は
、
深
夜
に
近
づ
く
頃
、

藤
島
川
と
京
田
川
の
水
位
が
上
が
り
、
避
難

所
の
開
設
の
準
備
が
必
要
と
な
る
可
能
性
が

あ
っ
た
。
災
害
対
策
本
部
の
前
段
階
と
な
る

災
害
警
戒
本
部
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
か
、
午

後
１
時
の
段
階
で
再
度
協
議
す
る
こ
と
と
し

た
。
１
時
に
集
ま
る
と
状
況
が
改
善
し
、
予

測
で
は
高
齢
者
等
へ
の
避
難
の
呼
び
掛
け
や

避
難
指
示
の
発
令
の
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
、

と
い
う
意
見
で
一
致
し
た
。
午
前
の
段
階
で

は
市
役
所
を
離
れ
る
か
迷
っ
て
い
た
の
だ
が
、

そ
の
協
議
を
経
て
酒
田
へ
向
か
っ
た
。

　

本
市
で
は
、
市
道
泡
滝
大
鳥
線
の
５
か
所

が
損
壊
、
通
行
止
め
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
外

で
は
林
道
の
損
壊
や
、枝
豆
、ナ
ス
な
ど
の
夏

野
菜
へ
の
被
害
、
鼠
ヶ
関
港
等
へ
の
カ
ヤ
の

漂
着
な
ど
が
あ
っ
た
も
の
の
、
平
成
30
年
や

令
和
2
年
の
様
な
全
市
的
な
災
害
と
は
な
ら

な
か
っ
た
。一
方
で
、県
境
を
挟
ん
だ
お
隣
の

村
上
市
で
は
土
石
流
、
住
宅
の
浸
水
、
断
水

な
ど
が
発
生
し
て
お
り
、
雨
雲
の
通
り
方
次
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発症・重症化を防ぐことは、大切な人や、地域医療・介護の体制を守ることにつながります。
接種券が届いたら、早目のワクチン接種を受けましょう。

新型コロナワクチン４回目接種のお知らせ

　３回目接種から５か月以上が経過した、次のいずれかに当てはまる方
　　①60歳以上の方
　　②18歳以上60歳未満で、・基礎疾患がある方やその他重症化リスクが高いと医師が認める方
　　　    　　　　　　　　   ・医療従事者等及び高齢者施設等の従事者

４回目接種の対象者

　接種券は 3 回目接種から５か月が経過した頃に、住民登録されている住所に随時発送します。
　接種券が届いた方は、４回目接種の時期になった方です。接種を希望する方は、早目に予約をお願いします。

接種券の発行と申請

４回目接種の対象者 接種券
申請 備考

① 60歳以上の方

申請
不要②

基礎疾患を有する方等の内、次に該当する方
●精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方
●自立支援医療（精神通院医療）で「重度かつ継続」
　に該当する方
●療育手帳の交付を受けている方

③ 基礎疾患を有する方等の内、②以外の方

申請
必要

●基礎疾患の診断書等は不要

④ 医療従事者等及び高齢者施設等の従事者

●市内施設に勤務の方
　→施設を通じ、新型コロナワクチン接種対策
　　室へ要申請
●市外施設に勤務の方
　→新型コロナワクチン接種対策室へ要問合せ

申請方法（次のいずれかの方法で申請）
　　　　●市コールセンターに電話で申請
　　　　●市HP「基礎疾患等登録フォーム」で申請
　　　　●接種実施医療機関に設置の申請書を、郵送、直接持込みまたは
　　　　　FAX25‐7722で新型コロナワクチン接種対策室へ

接種券発行申請

４回目接種
について

※①の方には予防接種法上の「接種を受けるよう努めなければならない」という努力義務が適用されます。

第
で
本
市
も
甚
大
な
被
害
と
紙
一
重
だ
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
羽
越
本
線
は
運
転
の
見
合
せ
が
続
い
た
。

村
上
市
に
は
ニ
ー
ズ
調
査
の
た
め
の
職
員
を

3
名
派
遣
し
、
水
道
の
復
旧
に
向
け
て
要
請

が
あ
れ
ば
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

8
月
6
日
、
水
焔
の
能
へ
。
今
年
は
酒
井

家
庄
内
入
部
４
０
０
年
の
節
目
の
年
、
黒
川

能
は
庄
内
藩
酒
井
家
と
も
深
い
つ
な
が
り
が

あ
る
。
藩
主
の
代
替
わ
り
の
際
に
は
能
が
披

露
さ
れ
、
そ
の
際
拝
領
し
た
装
束
や
能
面
は

時
代
を
越
え
、
令
和
の
御
代
ま
で
引
き
継
が

れ
て
い
る
の
だ
。

　

8
月
7
日
、
鶴
岡
東
高
校
が
夢
の
舞
台
、

甲
子
園
に
登
場
。
佐
藤
叶
人
主
将
は
、
も
ち

ろ
ん
世
代
は
違
う
が
大
泉
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
後
輩
に
当
た
る
。
前
田
選
手
、
土
屋

選
手
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
で
打
ち
勝
っ
て
2

回
戦
へ
。
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
収
穫
に
明
け
暮
れ

る
地
区
の
人
た
ち
に
、
そ
し
て
鶴
岡
市
民
に

大
き
な
勇
気
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
た
。
そ

の
夜
、
鶴
岡
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
ク
ラ
ブ
の
女

子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
チ
ー
ム
（
小
学
6

年
生
の
難
波
、後
藤
、菅
原
、渡
部
選
手
）
が
、

表
敬
訪
問
の
際
に
公
言
し
て
い
た
54
秒
台
の

目
標
を
達
成
し
、
見
事
東
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
輝
い
た
と
の
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛

び
込
ん
で
き
た
。
感
動
を
あ
り
が
と
う
。

　

コ
ロ
ナ
、
物
価
高
、
そ
し
て
豪
雨
。
広
島
、

長
崎
へ
の
原
爆
投
下
に
よ
る
惨
禍
か
ら
77
年

の
夏
。
平
和
、
穏
や
か
な
暮
ら
し
を
取
り
戻

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
8
月
1
日
の
朝
、

私
は
市
役
所
の
玄
関
に
立
ち
、
行
き
交
う
職

員
、
市
民
の
皆
様
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
声
を
掛
け
た
。
夏
休
み
の
親
子
連
れ
、

由
良
か
ら
の
バ
ス
に
乗
り
、
杖
を
つ
い
て
手

続
き
に
向
か
う
高
齢
者
。
戦
争
の
な
い
世
界

も
、
挨
拶
の
交
わ
さ
れ
る
日
常
か
ら
。
市
民

の
命
を
、
暮
ら
し
を
守
る
使
命
を
私
た
ち
は

果
た
し
て
い
く
。
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市
政

高
館
山
遊
歩
道
の
借
受
け
に
関
す
る�

意
見
公
募（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

　

市
が
国
か
ら
借
り
受
け
、
管
理
す
る
高
館

山
遊
歩
道
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

■
期
間　

９
月
16
日
○金
ま
で

■問
本
所
観
光
物
産
課
☎
35
‐
１

３
０
１　

■他
市
HP

福
祉
・
医
療
・
年
金

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
ま
た
は
Ｃ
Ｄ
に
録
音�

「
声
の
広
報
」を
お
貸
し
し
ま
す

■対
視
覚
障
害
が
あ
り
、
文
字
に
よ
る
情
報
入

手
が
困
難
な
方　

■申
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１

２
７
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
に�

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
市
内
に
住

所
が
あ
り
、
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る　

▽
人
工
透
析

療
法
を
受
け
る
た
め
に
交
通
機
関
（
自
家
用

車
含
む
）
を
利
用
し
て
通
院
し
て
い
る　

▽

本
人
及
び
同
居
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所
得

税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い　

▽
生
活
保
護
等

で
通
院
交
通
費
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い

■内
通
院
交
通
費
と
し
て
実
際
に
掛
か
っ
た
額

と
交
付
基
準
額
の
内
、
低
い
方
の
額
を
助
成

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

給付対象世帯 扶養している人の有無
（その人の課税状況）

市の給付金
（２万円）

国の給付金
（10万円）※

非課税世帯
いない × ○
いる（非課税） × ○
いる（均等割のみ） ◎ ×

均等割のみ
課税世帯

いない ◎ ×
いる（非課税） ◎ ×
いる（均等割のみ） ◎ ×

※国の給付金（住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金）の申請も、9 月30日○金まで随時受け付けています。

住民税均等割のみ課税世帯等に対する臨時特別給付金
■問本所福祉課☎24‐6625

　住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金の対象とならない下記の世帯に対し、市独自の事業として
１世帯当たり２万円を給付します。

■対象
　令和４年６月１日時点で鶴岡市に住民登録があ
り、次のいずれかに該当する世帯（下表 “ ◎ ”）▲

扶養されている非課税世帯で、扶養している人
　の課税状況が住民税均等割のみの世帯▲

住民税均等割のみ課税世帯（所得割が課税され
　ている人に扶養されている世帯を除く）

■申込み
・受給には申請手続きが必要です
・対象世帯に９月上旬以降に順次申請書を送付
　します。記入の上、郵送で提出してください
・申請は12月28日○水 まで受け付け
・詳しくは市HP　

▲ ▲ ▲

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341

鶴岡市職員採用試験【令和５年４月１日採用予定】

■募集職種・受験資格

▽ �看護師［助産師］（短大卒程度）…昭和53年４
月２日以降に生まれ、看護師免許を取得してい
る方または令和５年４月までに取得見込みの方

※助産師免許を取得している方及び令和５年４月
　までに取得見込みの方も募集。

■試験日時・会場

▽適性検査
　10月８日○土 ～23日○日

　�全国の試験会場（テストセンター）でオンライ
ン受験

▽�面接試験
　10月30日○日 （受験申込み後に時間を指定）

■申込み
・�試験案内は荘内病院HPに掲載　

▲ ▲ ▲

・�９月１日○木 ～22日○木 に申込書を
　同院総務課へ
　（郵送の場合、22日○木 の消印有効）
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■申
９
月
30
日
○金
ま
で
申
請
書
、
通
院
報
告
書
、

領
収
書（
タ
ク
シ
ー
等
を
利
用
し
た
方
の
み
）

を
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
７
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

完
全
予
約
制
で
す�

耳
や
手
足
が
不
自
由
な
方
の
た
め
の
巡
回
相
談

　

18
歳
以
上
で
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
い
方
（
聴
覚
の
み
）、
ま

た
既
に
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
程
度
を
変

更
し
た
い
方
、
補
装
具
の
交
付
を
希
望
す
る

方
等
（
現
在
治
療
中
の
方
を
除
く
）
を
対
象

に
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

■日
10
月
５
日
○水　

■時
肢
体
不
自
由
…
午
後
１

時　

聴
覚
…
２
時　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■
相
談
科
目
・
■定　

聴
覚
、
肢
体
（
手
帳
を
お
持
ち
の
方
）
各
６

人　

■持
印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳

（
お
持
ち
の
方
）　

■申
９
月
30
日
○金
～
10
月
４

日
○火
に
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
７
３
ま
た

は
FAX
25
‐
９
５
０
０
ヘ

９
月
４
日
～
10
日
は「
救
急
医
療
週
間
」

救
急
医
療
機
関
の
適
正
受
診
に
つ
い
て

　

尊
い
命
を
救
う
救
急
医
療
が
、
適
切
・
迅

速
に
行
わ
れ
る
よ
う
、「
か
か
り
つ
け
医
」「
荘

内
病
院
な
ど
の
地
域
医
療
支
援
病
院
」「
休

日
夜
間
診
療
所
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
地
域
医
療
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

重
症
重
篤
患
者
が
安
心
し
て
救
急
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
救
急
受
診
に

つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
具
合
が
悪
い
と
き
は
、
夜
間
や
休
日
ま
で

我
慢
せ
ず
「
通
常
の
診
療
時
間
内
」
に
早
目

■窓口負担が２割となる方
　次の①②両方を満たす方
　①課税所得が28万円以上
　②「年金収入＋その他の合計所得金額」が次の
　　いずれかに該当する　 ▲

後期高齢者医療制度加入者が１人だけの世帯
　　の場合200万円以上　 ▲

同加入者が２人以上世帯の場合320万円以上
　※窓口負担割合３割に該当する現役並み所得者
　　を除く。

■２割負担となる方の負担を抑える配慮措置
　令和７年９月30日までの間、外来医療の窓口
負担割合の引き上げに伴う負担増加額を１か月当
たり3,000円までに抑えます（入院は対象外）。

■制度見直しの背景等に関する問合せ
　厚生労働省コールセンター
　☎0120‐002‐719
　月曜～土曜日の午前９時～午後６時（祝日を除く）

  一定以上の所得がある75歳以上の方等の 

医療費の窓口負担割合が変わります

　現在、後期高齢者医療制度に加入している75歳以上の方等の窓口負担割合は、１割または３割のいずれ
かです。令和４年10月１日に新たに２割負担が追加され、３つの区分となります。10月１日から使える被
保険者証は９月20日に郵送します。

■問本所国保年金課☎35‐1292

■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0156

■「こころのサポーター」になりませんか
　特別な資格は必要ありません。身近
な人の様子がいつもと違うと感じたら、
下記の対応を心掛けてみてください。

※市では、団体や企業に伺って研修を行う「こころ
　の健康づくり出前講座」を無料で実施しています。

変化に気付いて、
声を掛ける

気付き 傾聴

つなぎ 見守り

相手の気持ちを
尊重し、耳を傾ける

早目に専門家に相談
するよう促す

温かく寄り添い
ながら見守る

友だち登録

まもろうよ こころ
（厚生労働省）

　自殺の背景には、職場や家庭、学校での悩みや生活環境の変化など、様々な要因で心理的な負担が長
く続くことで発症する「うつ病」などの心の健康問題があるといわれています。自殺は、社会的な対策
により「避けられる死」です。自殺予防週間を機に、私たちにできることを考えてみましょう。

  誰も自殺に追い込まれることのない “ 生きごこちのよい鶴岡市 ” を目指して 

９月10日～16日は自殺予防週間です

■１人で悩まず相談してみませんか

▽ �こころの健康相談統一ダイヤル

　　0
おこなう

570‐0
まもろうよ

64‐5
こころ

56
　９月10日○土 ～16日○金
　午前９時～午後５時

▽ �こころの健康相談＠山形
　（ＬＩＮＥ相談）
　毎日午後６時30分～10時

■その他のこころの健康相談先
　詳しい情報や相談先一覧は市HPで

▲
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で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方　

寡
婦
福
祉

資
金
…
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
と
し
て
20
歳

未
満
の
子
供
を
扶
養
し
て
い
た
女
性
、
ま
た

は
配
偶
者
の
い
な
い
40
歳
以
上
の
女
性　

■申

本
所
子
育
て
推
進
課
☎
35
‐
１
２
９
１

生
活
・
そ
の
他

加
茂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

９
月
１
日
に
移
転
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

■
移
転
後
の
所
在
地
等　

加
茂
字
坂
ノ
下
１

６
６
番
地
☎
33
‐
３
０
２
３　

■問
本
所
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
35
‐
１
２
０
３　

■他
使

用
目
的
や
団
体
に
よ
っ
て
使
用
料
の
加
算
や

減
免
措
置
あ
り
。
市
HP

秋
の
収
穫
作
業
中
の
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
は
秋
季
農

作
業
事
故
防
止
強
化
期
間
で
す
。
次
の
こ
と

に
留
意
し
、
秋
作
業
等
で
の
農
作
業
事
故
の

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
万
が
一
に

備
え
、
労
災
保
険
や
任
意
保
険
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。　

▽
作
業
前
に
安
全
確
認
、
環
境

整
備
を　

▽
作
業
に
適
し
た
服
装
で　

▽
点

検
整
備
は
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て　

▽
計
画
的

な
作
業
で
、
適
度
な
休
憩
を　

■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
７
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

９
月
は
「
オ
ゾ
ン
層
保
護
対

策
推
進
月
間
」

　

地
球
温
暖
化
防
止
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
の
た

■
届
出　

既
に
給
付
金
を
受
給
し
て
い
て
、

引
き
続
き
要
件
を
満
た
す
方
は
、
手
続
き
が

原
則
不
要
で
す
。
給
付
金
未
受
給
者
で
給
付

対
象
に
な
り
得
る
方
に
は
、
８
月
末
以
降
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
は
が
き
が
届
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
新
規
で
年
金
を
受
給
さ
れ
る
方
は
、

給
付
金
も
併
せ
て
請
求
が
必
要
で
す　

■
支

給　

金
額
は
、
保
険
料
納
付
期
間
や
所
得
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
年
金
と
同
じ
日
・
同

じ
口
座
に
、
年
金
と
は
別
に
振
り
込
ま
れ
ま

す
（
要
件
に
該
当
し
て
い
れ
ば
、
継
続
的
に

支
給
さ
れ
ま
す
）。
原
則
、
請
求
し
た
月
の

翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の
で
、
対

象
と
な
る
方
は
速
や
か
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い　

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４

０
、
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
制
度�

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
安
定
と
経
済
的
自

立
を
助
け
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
た
貸
付
け
制
度
で
す
。
子

供
の
入
学
準
備
、
高
校
・
大
学
等
の
授
業
料

に
充
て
る
資
金
や
、
親
が
就
職
等
の
た
め
に

技
能
を
習
得
す
る
際
の
資
金
等
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
方
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
貸
付
け
に
は
審
査
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■対
母
子
・
父
子
福
祉
資
金
…
20
歳
未
満
の
子

供
を
扶
養
し
て
い
る
、
配
偶
者
の
い
な
い
方

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

め
、
フ
ロ
ン
類
の
回
収
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
等
フ
ロ
ン
類

を
用
い
た
家
電
製
品
の
処
分
を
適
切
に
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
業
務
用
エ
ア
コ
ン
・
冷

凍
冷
蔵
庫
の
廃
棄
時
に
は
、
知
事
の
登
録
を

受
け
た
専
門
業
者
に
よ
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収

が
必
要
で
す
（
整
備
時
に
フ
ロ
ン
類
の
回
収

が
必
要
な
場
合
も
同
様
）。
地
球
環
境
に
優

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
35
‐
１
２
４
７

飼
う
前
も
、
飼
っ
て
か
ら
も
考
え
よ
う�

９
月
20
日
～
26
日
は「
動
物
愛
護
週
間
」

▽
飼
い
主
は
動
物
を
終
生
大
切
に
飼
い
、
正

し
い
知
識
と
責
任
を
持
ち
育
て
ま
し
ょ
う

（
動
物
の
虐
待
・
遺
棄
は
犯
罪
で
す
）　

▽
繁

殖
を
望
ま
な
い
・
産
ま
れ
て
も
自
分
で
育
て

ら
れ
な
い
場
合
は
動
物
病
院
等
で
不
妊
・
去

勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う　

▽
毎
日
の
世
話
を

通
し
て
健
康
管
理
を
し
、
動
物
の
種
類
に
合

っ
た
快
適
な
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う　

▽
マ

ナ
ー
良
く
、
近
隣
の
人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う　

▽
盗
難
や
迷
子
を
防

ぐ
た
め
、
首
輪
や
迷
子
札
を
付
け
る
な
ど
所

有
者
を
明
ら
か
に
し
ま
し
ょ
う

■問
健
康
課（
に
こ
♥

ふ
る
）☎
35
‐
０
１
４
６

■他
ど
う
し
て
も
飼
え
な
い
事
情
が
あ
る
場
合

は
庄
内
保
健
所
生
活
衛
生
課
☎
66
‐
４
７
４

８
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
新
し
い
飼
い
主
を

探
す
た
め
の
掲
示
板
も
設
け
て
い
ま
す

９
月
21
日
～
30
日
は�

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

日
没
が
早
ま
る
秋
以
降
は
、
夕
暮
れ
時
か

に
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

▽
夜
間
や
休
日
に
軽
症
で
の
受
診
の
際
は

「
休
日
夜
間
診
療
所
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

（
診
療
日
は
本
紙
23
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
内
「
鶴
岡
地
区

救
急
医
療
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
35
‐
０

１
４
６紹

介
状
の
な
い
場
合
の
荘
内�

病
院
初
診
時
徴
収
額
の
変
更

　

病
院
と
診
療
所
等
の
機
能
分
担
の
観
点
か

ら
、
一
般
病
床
２
０
０
床
以
上
の
地
域
医
療

支
援
病
院
で
は
、
紹
介
状
な
し
で
受
診
す
る

患
者
か
ら
、
診
療
費
の
ほ
か
非
紹
介
患
者
初

診
加
算
料
等
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。
診
療
報

酬
の
改
定
に
よ
り
、
荘
内
病
院
で
は
10
月
１

日
○土
か
ら
徴
収
額
が
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
徴
収
額　

▽
紹
介
状
の
な
い
初
診
の
場
合

…
医
科
７
、
０
０
０
円　

歯
科
５
、
０
０
０

円　

▽
病
状
が
安
定
し
診
療
所
等
へ
の
紹
介

を
申
し
出
た
が
患
者
の
希
望
に
よ
り
荘
内
病

院
を
受
診
し
た
場
合
…
医
科
３
、
０
０
０
円　

歯
科
１
、
９
０
０
円　

■
徴
収
対
象
外　

緊

急
・
重
篤
な
疾
病
等
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
場

合
や
、
公
費
負
担
医
療
の
対
象
患
者
等
の
場

合
（
乳
幼
児
医
療
、
子
育
て
支
援
医
療
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
は
引
き
続
き
徴
収
対

象
）　

■問
同
院
医
事
課
☎
26
‐
５
１
１
１
内

線
６
１
２
０

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

■対
老
齢
・
障
害
・
遺
族
の
各
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
で
、
所
得
が
一
定
以
下
の
方
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公
園
等
の
整
備
費
に
充
て
る
た
め�

市
有
緑
地
を
公
募
抽
せ
ん
で
売
却
し
ま
す

件物
所
在
地
（
市
内
）

面
積

地
目

価
格

１
大
塚
町
34
‐
26

３
７
５
・
０
０
㎡

宅
地

９
８
４
万
円

■日
10
月
３
日
○月
午
後
７
時　

■場
市
役
所
本
所

４
階
ロ
ビ
ー　

■申
９
月
26
日
○月
ま
で
本
所
都

市
計
画
課
☎
35
‐
１
３
０
２
へ　

■他
購
入
希

望
面
積
の
相
談
可
。
市
HP　

市
税
等
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ

え
た
不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

　

期
間
中
に
郵
送
で
の
入
札
が
可
能
な
期
間

入
札
の
形
式
で
行
い
ま
す
。
物
件
に
よ
っ
て

は
農
業
委
員
会
発
行
の
買
受
適
格
証
明
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■日
10
月
24
日
○月
～
28
日
○金
（
期
限
内
必
着
）

■問
本
所
納
税
課
☎
35
‐
１
１
８
２　

■他
市
HP

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　

同
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
で
整
備
し
ま
し
た
。

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業　

■内
テ
ー

ブ
ル
ほ
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

用
備
品
の
整
備
（
鶴
岡
市
殿
町

町
内
会
）　

■問
本
所
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
課
☎
35
‐
１
２
０
３

▼
同　

■内
エ
ア
コ
ン
の
整
備

（
小
名
部
自
治
会
）　

■問
温
海
庁

舎
総
務
企
画
課
☎
43
‐
４
６
１

１

１
２
９
７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

目
撃
し
た
場
所
が
民
家
に
近
い
場
合
は
、

警
察
署
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

鳥
獣
被
害
対
策
支
援
事
業

　

市
で
は
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

の
防
止
を
図
る
た
め
、
農
業
者
、
営
農
組
織
、

生
産
組
合
等
を
対
象
に
次
の
支
援
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

▽
有
害
鳥
獣
被
害
軽
減
モ
デ
ル
事
業
…
電
気

柵
の
購
入
に
掛
か
る
費
用
の
２
分
の
１
以
内

を
補
助　

▽
鳥
獣
被
害
防
止
地
域
活
動
支
援

事
業
…
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
の
活
動
経
費
を
補
助　

▽
有
害

鳥
獣
対
策
事
業
…
防
鳥
ネ
ッ
ト
、
侵
入
防
止

柵
の
購
入
に
掛
か
る
費
用
の
２
分
の
１
以
内

を
補
助　

▽
狩
猟
免
許
取
得
支
援
事
業
…
狩

猟
免
許
・
銃
所
持
許
可
の
取
得
に
掛
か
る
費

用
の
２
分
の
１
以
内
を
補
助

■申
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
７
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ　

■他
各
事
業
上
限

あ
り
。
来
年
度
の
事
業
実
施
に

向
け
て
の
要
望
等
は
９
月
30
日

○金
ま
で
受
け
付
け
。
市
HP

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る�

計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検
査

　

計
量
法
に
よ
っ
て
２
年
に
１
回
の
定
期
検

査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■場
・
■日
①
鼠
ヶ
関
公
民
館
…
９
月
８
日
○木　
　
　

②
温
海
庁
舎
正
面
玄
関
…
９
日
○金　

③
羽
黒

体
育
セ
ン
タ
ー
…
12
日
○月　

④
藤
島
庁
舎
向

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し

ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
改
め
て
交
通
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
気
を
付
け
、
交
通
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

キ
ノ
コ
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す�

キ
ノ
コ
採
り
の
事
故
に
注
意
!!

　

次
の
こ
と
を
守
り
、
遭
難
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　

▽
一
人
で
出
掛

け
な
い　

▽
行
き
先
や
帰
る
時
間
を
家
族
に

知
ら
せ
て
お
く　

▽
携
帯
電
話
等
を
持
ち
通

信
手
段
を
確
保
す
る　

▽
道
に
迷
っ
た
ら
む

や
み
に
動
き
回
ら
な
い　

▽
早
く
出
掛
け
早

く
帰
る　

▽
熊
に
注
意
し
鈴
や
ラ
ジ
オ
等
音

の
出
る
も
の
を
携
帯
す
る

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

熊
の
出
没
に
注
意

　

秋
を
迎
え
る
と
、
熊
は
冬
眠
に
備
え
、
食

べ
物
を
求
め
て
活
発
に
行
動
し
ま
す
。
特
に

夕
方
と
早
朝
は
、
遭
遇
す
る
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
山
や
山
際
の
農
地
に
出
掛
け
る

際
は
、
鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
等
、
音
の
よ
く
出

る
も
の
を
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
熊
は
蜂
蜜
が
好
物
な
の
で
、
蜂
の

巣
は
撤
去
し
ま
し
ょ
う
。
未
収
穫
の
野
菜
や

果
物
等
は
、
熊
を
呼
び
寄
せ
る
餌
に
な
る
た

め
、
残
さ
ず
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

未
収
穫
の
柿
は
、
一
度
食
べ
る
と
連
続
し
て

出
没
す
る
傾
向
が
あ
り
、
非
常
に
危
険
で
す
。

　

熊
を
目
撃
し
た
場
合
は
、
刺
激
し
な
い
よ

う
に
そ
の
場
を
離
れ
、
本
所
農
政
課
☎
35
‐

か
い
ス
ク
ー
ル
バ
ス
車
庫
…
13
日
○火　

⑤
櫛

引
庁
舎
車
庫
…
14
日
○水　

⑥
朝
日
庁
舎
車
庫

…
15
日
○木　

■時
①
午
後
１
時
～
３
時
30
分

②
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分　

③
～

⑥
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分　

■
検

査
手
数
料　

１
台
３
０
０
円
～
２
、
３
０
０

円　

■問
本
所
商
工
課
☎
35
‐
１
２
９
９
ま
た

は
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

令
和
５
年
度
市
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー�

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す

　

毎
年
３
月
に
全
戸
配
布
す
る
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

■
カ
レ
ン
ダ
ー
規
格　

Ｂ
３
判
両
面　

■
広

告
募
集
数
等　

学
区
・
地
域
区
分
ご
と
に
10

枠
ず
つ
募
集
。
１
枠
当
た
り
の
掲
載
料
や
規

格
等
の
詳
細
は
市
HP　

■申
９
月

30
日
○金
ま
で
廃
棄
物
対
策
課
☎

22
‐
２
８
４
８
へ

就
業
構
造
基
本
調
査
を�

実
施
し
ま
す

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１
日
現
在
で

本
市
の
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

統
計
法
に
基
づ
き
実
施
す
る
国
の
重
要
な
統

計
調
査
で
、
就
業
・
不
就
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
下
旬
か
ら
、
調
査
を
お
願
い
す
る
世

帯
に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。
調
査
の
趣
旨
を

ご
理
解
の
上
、
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。
お

手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
簡
単
に
回
答
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
35
‐
１
１
８
４
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ



12

ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

朝日 月山あさひサンチュアパークオートキャンプ場　夏休み自然教室

＜月山あさひサンチュアパーク＞

湯殿山スキー場は、夏と秋に「ブナ林の星空の
ホテル」をうたうオートキャンプ場になります。
自然教室では、家族連れなどがピザ焼きやタイ

７.23
～
8.21

ダイ染め、まきまきパンづくり等に挑戦。また、
自慢のテントやグッズを使って快適なキャンプ
を楽しみ、夏の思い出を作っていました。

鶴岡 親子で参加！こども記者プロジェクト

「鶴岡にはどんなお殿様がいたの？庄内藩士は
どんな生活をしていたの？」。小学生親子が、
致道博物館にある実物の歴史資料や鶴岡公園、

７.30
鶴ヶ岡城跡発掘調査の現場を巡り、取材しまし
た。その後、子供たちは、新聞記者にアドバイ
スを受けながら、記事を書き上げました。

＜写真：致道博物館、鶴ヶ岡城跡発掘調査現場（鶴岡南高校敷地内）＞
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クレーンでつかまれた大量のごみにびっ
くり！ごみの焼却やリサイクル、埋立て
まで処理の一連の流れを見学しました。

８. 4

鶴岡 ごみ処理３施設　夏休み見学会

＜写真：ごみ焼却施設＞

温海 バーチャル花火大会

「どんな花火にしようかな？」。来訪者は
思い思いの絵を描き、スクリーン全体に
打ち上がる絵花火を楽しみました。

８.８
～21

＜温海ふれあいセンター＞

櫛引 清正公祭

加藤清正・忠廣両公の供養祭。大般若経
600巻を全てめくる転読の後、参列者の
平安とコロナの収束を祈とうしました。

７.24

＜天澤寺＞

朝日 月山ダムの集い

ダム堤体内部や月山発電所等、ふだん入
れない場所を見学しました。ダムを下か
ら見上げ、その大きさを体感しています。

７.31

＜月山ダム＞

山王、南銀座など５商店街が共同で開催。
雨模様の中、キッチンカーやクラフトの
出店、ステージ発表等でにぎわいました。

７.23

鶴岡 商店街連携夏まつり

＜写真：銀座通り＞

YouTube動画の企画から撮影、編集ま
でを体験。スマートフォン一つで始めら
れる動画作成のノウハウを学びました。

８.８
   ・９

温海 スマホで気軽にYouTube講座～温海で動画作成に挑戦！

＜写真：道の駅「あつみ」しゃりん＞
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業
セ
ン
タ
ー　

■対
県
内
在
住
の
方
先
着
１
０

０
人　

■師
若
松
邦
彦
氏
（
あ
つ
み
観
光
協
会

会
長
）、
酒
井
忠
久
氏
（
酒
井
家
18
代
当
主
）　

■申
９
月
13
日
○火
ま
で
温
海
庁
舎
産
業
建
設
課

☎
43
‐
４
６
１
７
へ

道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん�

紅
エ
ビ
フ
ェ
ア
・
早
秋
旬
菜
ま
つ
り

■日
紅
エ
ビ
フ
ェ
ア
…
９
月
17
日
○土
～
19
日
○月　

早
秋
旬
菜
ま
つ
り
…
９
月
23
日
○金
～
25
日
○日　

■時
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■場
・
■問
し
ゃ
り

ん
☎
44
‐
３
２
１
１

あ
つ
み
温
泉
お
湯
輿
ま
つ
り

■日
９
月
17
日
○土
午
後
２
時
30
分
～
６
時
30
分　

■場
あ
つ
み
温
泉
朝
市
広
場
、
あ
ん
べ
湯
周
辺　

■内
お
湯
輿こ
し

巡
行
、
巫み
こ女
舞
・
獅し

子し

舞
、
打
上

げ
花
火
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
店
、
竹
あ
か
り

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
（
■時
午
後
６
時
～
９
時
）
等　

■問
あ
つ
み
温
泉
魅
力
づ
く
り
推
進
委
員
会
☎

43
‐
２
０
２
４　

■他
竹
あ
か
り
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
は
18
日
○日
も
開
催

国
宝
羽
黒
山
五
重
塔
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ　

プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
・
レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
ー
ド

■日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
…
９
月

17
日
○土
～
19
日
○月　

レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
ー
ド
…

９
月
23
日
○金
～
10
月
16
日
○日
の
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日　

■時
午
後
６
時
～
８
時
30
分　

■内

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る
五
重
塔
ま
で
の
滝

や
参
道
に
映
像
等
を
映
す　

■費
５
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）　

■問
羽
黒
町
観
光
協
会

☎
62
‐
４
７
２
７

寿
介
護
課
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

「
つ
る
お
か
ひ
ょ
う
げ
ん
の

花
２
０
２
２
」
展

■日
９
月
16
日
○金
～
25
日
○日
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

■内
市
内
の
障
害
が
あ
る
方
の
作
品
展
示
等

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
７
３
ま
た
は
障

害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
こ
ろ
）
☎

25
‐
２
７
９
４
へ

六
十
里
越
街
道 

歴
史
旅�

「
ゆ
ど
の
詣
で
」全
行
程
を
歩
く

■日
９
月
17
日
○土
～
19
日
○月
午
前
８
時
～
午
後

５
時
（
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
、
19
日
は

午
後
４
時
ま
で
）　

■場
・
■費
17
日
…
松
根
→

田
麦
俣
・
３
、
０
０
０
円　

18
日
…
田
麦
俣

→
湯
殿
山
奥
の
院
・
３
、
８
０
０
円　

19
日

…
湯
殿
山
有
料
道
路
料
金
所
→
志
津
温
泉

（
西
川
町
）・
２
、
３
０
０
円　

■定
各
日
先
着

25
人　

■持
昼
食
等　

■申
９
月
９
日
○金
ま
で
あ

さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１

１
へ月

山
あ
さ
ひ
博
物
村�

観
光
く
り
園
オ
ー
プ
ン

■日
９
月
17
日
○土
～
10
月
中
旬
午
前
10
時
～
午

後
４
時　

■費
大
人
…
２
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
１
０
０
円
（
別
途
ク
リ
代
）

■申
そ
ば
処
大
梵
字
☎
53
‐
３
４
１
３

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記

念
事
業
講
演
会　

温
海
地
域

■日
９
月
17
日
○土
午
前
10
時　

■場
温
海
温
泉
林

史
氏
・
酒
井
忠
久
氏
（
酒
井
家
18
代
当
主
）・

門
松
秀
樹
氏
（
公
益
大
准
教
授
）　

■場
・
■申

９
月
４
日
○日
ま
で
同
大
☎
０
２
３
４
‐
41
‐

１
１
１
１
へ

鶴
岡
田
川
地
区
児
童
生
徒�

考
案
創
作
展

■日
９
月
９
日
○金
～
11
日
○日
午
前
９
時
～
午
後

５
時　

■場
櫛
引
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

■内
児

童
生
徒
が
夏
休
み
に
制
作
し
た
ア
イ
デ
ア
作

品
等
を
展
示　

■問
学
校
教
育
課（
櫛
引
庁
舎
）

☎
57
‐
４
８
６
５

鶴
岡
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド�

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ
１
９
７
８ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

■日
９
月
10
日
○土
午
後
５
時　

■場
荘
内
神
社
参

集
殿　

■費
２
、
０
０
０
円
（
当
日
は
５
０
０

円
増
し
）　

山
形
県
少
年
の
主
張
大
会�

鶴
岡
地
区
大
会

■日
９
月
11
日
○日
午
後
２
時　

■場
三
川
町
子
育

て
交
流
施
設
テ
オ
ト
ル　

■内
鶴
岡
市
と
三
川

町
の
中
学
生
が
熱
い
思
い
を
発
表　

■問
本
所

防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４
ま
た
は
鶴
岡

警
察
署
生
活
安
全
課
☎
28
‐
０
１
１
０
へ

鶴
岡
市
高
齢
者
作
品
展

■日
９
月
15
日
○木
～
19
日
○月
午
前
10
時
～
午
後

４
時
（
19
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■問
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
事
務
局
☎
24
‐
８
６
４
０
ま
た
は
本
所
長

催
し

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
制
で
実
施
し
ま
す　

山
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■日
９
月
４
日
○日
、
10
月
２
日
○日
午
前
10
時
30

分
～
午
後
２
時　

■内
朝
日
地
域
の
食
材
を
使

っ
た
料
理
バ
イ
キ
ン
グ　

■費
１
皿
１
０
０
円　

■場
・
■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４
５

５
東
北
公
益
文
科
大
学
後
援
会
総
会
記
念
行
事�

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記
念
・
鼎
談
会

■日
９
月
５
日
○月
午
後
３
時　

■定
先
着
２
５
０

人　

■師
講
演
…
磯
田
道
史
氏
（
国
際
日
本
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）、
鼎
談
…
磯
田
道

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎35‐1117へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■費
１
、
５
０
０
円　

■場
・
■申
９
月
16
日
○金
ま

で
温
海
町
森
林
組
合
☎
43
‐
２
３
１
３
へ

鶴
岡
市
芸
術
祭〈
10
月
の
日
程
〉

▼
Ｋ
×
Ｉ
×
Ｙ
三
人
展
‐
時
の
覚
醒
‐　

■日

10
月
１
日
○土
・
２
日
○日
午
後
１
時
～
５
時（
２

日
は
午
前
10
時
か
ら
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ

ォ
ー
ラ
ム

▼
表
千
家
流
茶
会　

■日
２
日
○日
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時　

■場
致
道
館　

■費
８
０
０
円

▼
鶴
岡
市
合
同
短
歌
会　

■日
６
日
○木
午
前
９

時
～
午
後
４
時　

■場
中
央
公
民
館　

■費
１
、

５
０
０
円
（
投
稿
歌
会
出
席
者
は
２
、
０
０

０
円
）

▼
つ
る
お
か
小
品
盆
栽
展　

■日
13
日
○木
～
15

日
○土
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
15
日
は
午
後

４
時
ま
で
）　

■場
中
央
公
民
館

▼
各
流
派
合
同
い
け
ば
な
展　

■日
15
日
○土
・

16
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分
（
16
日

は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム　

■費
３
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
。

団
体
割
引
あ
り
）

▼
佳
興
の
会
公
演　

■日
16
日
○日
午
後
２
時

■場
佳
興
堂

▼
如
月
会
水
墨
画
展　

■日
20
日
○木
～
23
日
○日

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
23
日
は
午
後
４
時

ま
で
）　

■場
中
央
公
民
館

▼
朝
日
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
合
同
展　

■日
21

日
○金
～
11
月
３
日
○木
午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
３
日
は
午
後
４
時
ま
で
）　

■場
朝
日
中
央
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
〝
光
彩
〟
作
品
展　

■日

22
日
○土
・
23
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
６
時（
23

９
月
15
日
○木
ま
で

産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー　
　
　

き
の
こ
ま
つ
り

■日
９
月
25
日
○日
～
10
月
23
日
○日
の
毎
週
土
曜

・
日
曜
日　

■内
キ
ノ
コ
汁（
持
ち
帰
り
の
み
）・

山
の
幸
販
売
等　

■場
・
■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ

ー
☎
58
‐
１
４
５
５

中
央
公
民
館
文
化
祭

▼
同
館　

■日
▽
展
示
部
門
…
９
月
30
日
○金
～

10
月
２
日
○日
午
前
9
時
～
午
後
４
時
（
10
月

２
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

▽
ス
テ
ー
ジ
部

門
…
10
月
２
日
○日
午
前
10
時

▼
同
館
女
性
セ
ン
タ
ー　

■日
▽
展
示
部
門
…

10
月
１
日
○土
・
２
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
４

時
（
２
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

▼
共
通　

■問
同
館
内「
文
化
祭
実
行
委
員
会
」

事
務
局
☎
25
‐
１
０
５
０

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記
念�

松
ヶ
岡
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ス

■日
10
月
１
日
○土
・
２
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

４
時
（
２
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
松
ヶ

岡
開
墾
場　

■内
多
分
野
の
作
家
の
作
品
展
示

・
販
売　

■問
羽
黒
庁
舎
総
務
企
画
課
内
「
同

フ
ェ
ス
実
行
委
員
会
」
事
務
局
☎
26

‐
８
７
７
１　

■他
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

山
の
活
動
体
験
事
業�

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
林
太
郎
」

■日
10
月
１
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

■内

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
目
立
て
・
操
作
講
習
等

鶴
岡
Ｙ
Ｅ
Ｇ�

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ　

■日
９
月
18
日
○日
午
後
３
時　

■場
グ
ラ
ン

ド
エ
ル
・
サ
ン　

■定
先
着
１
０
０
人　

■内
鶴

岡
市
と
臼
杵
市
の
高
校
生
・
料
理
人
に
よ
る

食
文
化
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
郷
土
料
理
の
ラ
イ

ブ
キ
ッ
チ
ン　

■他
要
申
込
み

▼
つ
る
お
か
麺
フ
ェ
ス
２
０
２
２　

■日
９
月

19
日
○月
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分　

■場
小

真
木
原
公
園　

■内
様
々
な
麺
の
販
売
（
飲
食

ブ
ー
ス
あ
り
）　

■他
チ
ケ
ッ
ト
購
入
制

▼
共
通　

■問
鶴
岡
商
工
会
議
所
青
年

部
☎
24
‐
７
７
１
１　

■他
HP

シ
ル
バ
ー
囲
碁
大
会

■日
９
月
19
日
○月
午
後
１
時　

■場
勤
労
者
会
館　

つ
る
お
か
森
の
時
間�

金
峯
山
で
湧
き
水
カ
フ
ェ

■日
９
月
23
日
○金
午
前
８
時
10
分　

■場
金
峯
山　

■定
20
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
）　

■内
森
林
散
策
、
金
峯
石
の
石
切
り
場
見
学
等　

■費
高
校
生
以
上
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生

以
下
…
５
０
０
円　

■申
９
月
８
日
○木
ま
で
グ

ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
本
所
環
境

課
☎
35
‐
１
２
４
７
へ

書
は
人
な
り　

‐
一
筆
に
誠
を
尽

し
た
書
家
・
儒
者
・
英
傑
た
ち
‐

■日
９
月
23
日
○金
～
10
月
２
日
○日
午
前
９
時
～

午
後
６
時
30
分
（
２
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■内
約
１
０
０

幅
の
書
を
展
示　

■費
５
０
０
円
（
高
校
生
以

下
無
料
）　

北
茅
原
ま
ち
び
ら
き
セ
レ
モ
ニ
ー

■日
９
月
24
日
○土
午
前
10
時　

■場
北
茅
原
町
地

内
公
園
（
ダ
イ
ユ
ー
エ
イ
ト
西
隣
）　

■内
記

念
式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
公
園
オ
ー
プ

ン
イ
ベ
ン
ト　

■問
鶴
岡
市
茅
原
北
土
地
区
画

整
理
組
合
☎
64
‐
０
４
８
４

白
甕
社
〈
特
別
企
画
〉�

作
品
頒
布
会

■日
９
月
24
日
○土
・
25
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

７
時　

■場
つ
る
お
か
食
文
化
市
場
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
（
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）　

致
道
館
の
日 
式
典
・
講
演
会

■日
９
月
24
日
○土　

■時
・
■内
▽
午
後
１
時
…
孔

子
祭　

▽
１
時
45
分
…
式
典
、講
話「
致
道
館

の
日
に
寄
せ
て
」中
村
ち
か
子
氏（
朝
暘
二
小

校
長
）　

▽
２
時
45
分
…
児
童
・
生
徒
の
論

語
作
文
発
表
会　

▽
３
時
15
分
…
講
演
（
■師

酒
井
忠
久
氏
〈
酒
井
家
18
代
当
主
〉）　

■場
荘

内
神
社
参
集
殿　

好
き
な
本
を
持
ち
寄
っ
て
語
り
合
う

レ
ッ
ツ
！
読
書
会
㏌
Ｄ
ａ
ｄ
ａ

■日
９
月
25
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
鶴
岡
Ｄ

ａ
ｄ
ａ　

■定
先
着
30
人　

■費
５
０
０
円　

■申
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水
泳
育
成
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
HP

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ�

「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
」体
験
教
室

■日
９
月
の
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時　

■場
藤
島

体
育
館　

■費
４
０
０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
64

‐
２
１
４
３　

■他
道
具
の
貸
出
し
あ
り

て
く
て
く
健
康
「
里
山
あ
る
き
」�

藤
沢
岩
屋
洞
窟
遺
跡
巡
り

■日
10
月
１
日
○土
午
前
８
時
45
分
（
湯
田
川
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集
合
。
送
迎
バ
ス
は

８
時
30
分
に
市
役
所
本
所
発
〈
要
予
約
〉）　

■場
同
セ
ン
タ
ー
→
藤
沢
西
村
→
岩
屋
→
林
道

金
峯
線
→
起
点
（
７
・
５
㎞
）　

■定
50
人

■費
１
、０
０
０
円
（
中
学
生
以
下
５
０
０
円
）　

■申
９
月
14
日
○水
～
26
日
○月
に
ス
ポ
ー
ツ
課
☎

25
‐
８
１
３
１
へ　

■他
小
学
生
以
下
保
護
者

同
伴
。
市
HP

認
知
症
の
学
び
や
交
流
・
相
談�

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■日
10
月
６
日
○木
、
11
月
11
日
○金
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■内
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ

講
話
、
専
門
職
と
の
交
流
や
相
談
、
介
護
者

交
流　

■申
各
日
２
日
前
ま
で
本
所
長
寿
介
護

課
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

▼
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会　

■日
10
月
８
日

○土
午
前
９
時　

■定
先
着
12
チ
ー
ム　

■内
メ
ジ

ャ
ー
競
技
（
６
イ
ニ
ン
グ
２
試
合
制
）　

■費

１
チ
ー
ム
１
、
２
０
０
円　

■申
９
月
20
日
○火

○木
～
10
月
16
日
○日　

女
性
…
９
月
１
日
○木
～

10
月
29
日
○土
に
本
所
地
域
振
興
課
☎
35
‐
１

１
９
１
へ　

■他
男
性
は
事
前
セ
ミ
ナ

ー
要
受
講
（
■日
10
月
22
日
○土
）

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

家
族
介
護
者
交
流
の
つ
ど
い

■日
９
月
13
日
○火
午
前
10
時　

■場
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■内
ミ
ニ
講
話

「
飲
み
込
み
や
す
く  

お
い
し
い
食
事
」、
交

流
会　

■申
９
月
６
日
○火
ま
で
ぼ
ら
ん
た
す
☎

33
‐
８
７
３
０
へ

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
９
月
17
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定
先
着
30
人　

■内「
疲
れ
目
と
ド
ラ

イ
ア
イ
」
後
藤
田
知
邦
（
荘
内
病
院
眼
科
医
）、

「
腰
や
肩
の
不
調
に　

姿
勢
改
善
の
す
す
め
」

佐
藤
亘
氏
（
鶴
岡
協
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院
理
学
療
法
士
）　

■申
荘
内
病
院
内
緩

和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎

26
‐
５
１
８
０

市
民
プ
ー
ル�

９
月
か
ら
の
一
般
利
用

■日
月
曜
～
金
曜
日
…
午
後
１
時
～
３
時
・
６

時
～
８
時　

土
曜
日
…
午
後
１
時
～
４
時
・

６
時
～
８
時　

日
曜
日
、
祝
日
…
午
前
10
時

～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時　

■
臨
時
休
館

日　

９
月
26
日
○月
～
10
月
11
日
○火　

■問
鶴
岡

涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

■内
講
演
…「
放
課
後
は

ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
～
社
会
で
育
む
子
ど
も

た
ち
の
未
来
～
」
平
岩
国
泰
氏
（
放
課
後
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
代
表
理
事
）　

事

例
提
供
…「
自
分
た
ち
で
考
え
、
自
分
た
ち

の
手
で
創
る
東
部
中
を
め
ざ
し
て
」
酒
田
市

立
東
部
中
生
徒
会
、「『
青
空
広
場
』
に
お
け

る
ふ
る
さ
と
活
動
の
取
組
み
に
つ
い
て
～
放

課
後
子
ど
も
教
室
の
実
践
か
ら
～
」
坂
本
慶

治
氏
（
狩
川
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
）　

■申

９
月
16
日
○金
ま
で
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
２
０
１
８
へ

た
に
し
の
楽
校�

秋
祭
り
と
講
演
会

■日
10
月
９
日
○日
午
前
11
時
～
午
後
３
時　

■場

旧
大
網
小
田
麦
俣
分
校　

■定
先
着
80
人　

■師

矢
崎
節
夫
氏
（
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
館
長
）

■費
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）　

■申
9

月
21
日
○水
ま
で

金
峰
少
年
自
然
の
家�

わ
く
わ
く
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

■日
10
月
22
日
○土
午
後
７
時　

■定
先
着
40
人　

■内
星
空
観
察（
雨
・
曇
天
時
は
星
座
プ
ラ
板
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り〈
80
円
〉）　

■場
・
■申
９
月
22

日
○木
か
ら
同
館
☎
24
‐
２
４
０
０
へ　

■他
HP

婚
活
イ
ベ
ン
ト「
つ
る
お
か
恋
す
る

″
エ
ア
ラ
イ
ン
〟 with ANA

」

■日
11
月
５
日
○土
午
前
８
時
15
分
～
午
後
6
時

30
分　

■場
庄
内
空
港
、
市
内
各
所　

■対
20
歳

～
45
歳
の
独
身
男
女　

■費
３
、０
０
０
円（
別

途
実
費
負
担
あ
り
）　

■申
男
性
…
９
月
１
日

日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー

ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
日
本
九
重
流
鶴
城
清
吟
会
吟
詠
大
会　

■日

10
月
23
日
○日
午
後
１
時　

■場
中
央
公
民
館

▼
飛
雲
会
展　

■日
27
日
○木
～
30
日
○日
午
前
９

時
30
分
～
午
後
５
時
（
30
日
は
午
後
３
時
ま

で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
秋
季
さ
つ
き
盆
栽
展　

■日
28
日
○金
～
30
日

○日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
28
日
は
午
前
10

時
か
ら
）　

■場
中
央
公
民
館

▼
出
羽
・
大
和
歴
史
劇
交
流
公
演　

■日
30
日

○日
午
前
11
時
、
午
後
２
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

小
・
中

学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
…
５
０
０
円　

▼
日
本
九
重
流
朝
暘
清
吟
会
吟
詠
大
会
「
詩

歌
で
辿
る
良
寛
の
生
涯
」　

■日
30
日
○日
午
後

１
時　

■場
東
京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡

▼
吉
続
舞
踊
学
園
現
代
舞
踊
公
演　

■日
30
日

○日
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

▼
共
通　

■問
鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会

事
務
局
☎
57
‐
２
０
０
８　

■他
HP

藤
沢
周
平
記
念
館　

文
学
散
歩　

『
証
拠
人
』『
又
蔵
の
火
』を
歩
く

■日
10
月
２
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
１
時
30
分

（
同
館
集
合
）　

■定
各
回
先
着
15
人　

■内
藤
沢

作
品
『
証
拠
人
』『
又
蔵
の
火
』
に
描
か
れ

た
場
所
を
散
策　

■師
同
館
シ
ニ
ア
デ
ィ
レ
ク

タ
ー　

■費
３
５
０
円　

■申
9
月
４
日
○日
～
18

日
○日
に
同
館
☎
29
‐
１
８
８
０
へ

庄
内
青
少
年
健
全
育
成
研
修
会

■日
10
月
８
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
櫛
引
生
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

組　

■内「
動
画
で
昆
虫
観
察
。
虫
た
ち
が
も

っ
と
お
も
し
ろ
く
な
る
！
」高
嶋
清
明
氏（
昆

虫
写
真
家
）　

■場
・
■申
９
月
６
日
○火
か
ら
図

書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５
へ

ハ
ッ
ピ
ー
ホ
リ
デ
ー（
自
由
来
館
型
遊

び
場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）

■日
10
月
２
日
○日
午
前
９
時
～
正
午　

■場
・
■申

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

ロ
ボ
ッ
ト
体
験
会�

in
ひ
ろ
っ
ぴ
あ

■日
10
月
8
日
○土
午
後
２
時
・
３
時　

■対
小
・

中
学
生
各
回
10
人
（
小
学
１
年
～
３
年
生
は

保
護
者
同
伴
）　

■内
ロ
ボ
ッ
ト 

レ
ゴ
Ｅ
Ｖ
３

の
操
作
体
験　

■師
鶴
岡
高
専
教
授
・
学
生

■場
・
■申
９
月
５
日
○月
か
ら
中
央
児
童
館
☎
24

‐
４
６
０
８
へ

小
学
生
の
子
供
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
対
象　
　
　
　

秋
の
湯
田
川
探
検
隊

■日
10
月
23
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■場

湯
田
川
地
区　

■定
先
着
10
組　

■内
森
林
探
検
、

ク
ラ
フ
ト
体
験
、
秋
の
味
覚
満
喫　

■費
１
人

５
０
０
円　

■申
９
月
30
日
○金
ま
で
本
所
子
育

て
推
進
課
☎
35
‐
１
２
９
１
へ

鶴
岡
市
私
立
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど

も
園
連
合
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

９
月
１
日
○木
か
ら
入
園
願
書
を
配
布
し
、

10
月
１
日
○土
か
ら
願
書
を
受
け
付
け
ま
す
。

当
連
合
会
の
施
設
で
は
保
護
者
の
就
労
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
子
供
を
受
け
入
れ
、
教
育

・
保
育
を
一
体
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
各
園
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
各
園
HP

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
☆
印
は
幼
保
連
携
型
、

★
は
幼
稚
園
型
。

▼
鶴
岡
幼
稚
園
（
★
）
☎
22
‐
０
６
５
８

▼
マ
リ
ア
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
５
８
３
１

▼
城
南
幼
保
園
（
☆
）
☎
24
‐
７
１
６
４

▼
み
ど
り
幼
稚
園
（
★
）
☎
23
‐
２
３
５
０

▼
和
光
幼
稚
園
（
★
）
☎
22
‐
８
８
３
５

▼
い
な
ば
幼
稚
園
（
★
）
☎
64
‐
２
３
１
０

▼
若
葉
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
２
２
３
７

▼
大
宝
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
１
８
８
３

施
設
の
催
し

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
～
ど
ろ
っ
ぱ
か
ら
の
手
紙
！
」　

■日

９
月
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
午
前
10

時
～
午
後
３
時

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
秋
の
下
池
で
ボ
ー
ト

遊
び
」　

■日
９
月
10
日
○土
・
11
日
○日
午
前
10

時
・
11
時
、
午
後
１
時
・
２
時　

■定
各
回
４

組
（
１
艇
大
人
２
人
、
子
供
２
人
）　

■費
１

人
２
０
０
円　

■他
要
申
込
み

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ほ
と
べ
ぇ
と
湿
地
散

歩
」　

■日
９
月
10
日
○土
・
11
日
○日
午
前
10
時
・

11
時
、
正
午　

■定
各
回
１
家
族　

■費
寄
附
制

（
５
０
０
円
以
上
）

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ス
ト
ー
ン
デ
コ
パ
ー

ジ
ュ
」　

■日
９
月
10
日
○土
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時　

■費
１
個
１
０
０
円
以
上

ト
〝
フ
ル
ー
ツ
〟」　

■日
９
月
16
日
○金
午
前
10

時　

■場
同
館　

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先

着
10
組　

■内
フ
ル
ー
ツ
を
テ
ー
マ
に
し
た
背

景
で
の
写
真
撮
影
と
身
体
測
定　

■申
９
月
１

日
○木
か
ら

▼
つ
る
お
か
食
文
化
体
験
「
叶
野
農
場
で
美

味
し
い
野
菜
を
収
穫
し
よ
う
」　

■日
９
月
17

日
○土
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
（
同
館
集

合
）　

■場
松
ケ
岡
地
区
等　

■対
小
学
生
先
着

12
人　

■費
５
０
０
円　

■申
９
月
２
日
○金
か
ら

▼
お
は
な
し
会　

■日
9
月
21
日
○水
、
10
月
５

日
○水
午
前
11
時　

■場
同
館　

■対
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者　

▼
み
な
っ
く
る
で
作
ろ
う
！　

■日
10
月
７
日

○金
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

■場
同
館　

■対
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者　

■内
赤
ち
ゃ
ん
お
も
ち

ゃ
作
り　

▼
パ
パ
ポ
ピ
ン
ズ「
ミ
ニ
は
な
ま
る
運
動
会
」　

■日
10
月
10
日
○月
午
前
10
時　

■場
同
館　

■対
乳

幼
児
と
そ
の
家
族
先
着
５
組　

■申
９
月
20
日

○火
か
ら

▼
共
通　

■問
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

ま
ん
ま
ル
ー
ム
９
月
の
講
座�

「
ベ
ビ
ー
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

■日
９
月
16
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■対
０
歳
児

と
そ
の
保
護
者
10
組　

■師
佐
藤
美
由
紀
氏

（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
タ
ジ
オ
サ
ト
ウ
）　

■持
バ

ス
タ
オ
ル　

■場
・
■申
９
月
１
日
○木
か
ら
同
ル

ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５
へ

小
学
生
の
た
め
の
図
書
館
講
座�

昆
虫
講
座

■日
９
月
17
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■定
先
着
15

ま
で

▼
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
・
レ
ク
の
会　

■日
毎
週
水

曜
日
午
後
１
時
30
分　

■内
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球　

■費
１
回
３
５
０
円

▼
共
通　

■場
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

■問

同
ク
ラ
ブ
☎
57
‐
４
３
１
１

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋　

新
規
会
員
募
集

■日
キ
ッ
ク
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
…
月
曜
日
午
後
７

時　

開
脚
道
…
水
曜
日
午
前
10
時　

ス
ト
レ

ッ
チ
＆
ダ
ン
ベ
ル
体
操
…
土
曜
日
午
前
10
時　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
…
土
曜
日
午
後
７
時

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■費
１
万
５
、
０

０
０
円
（
月
払
い
２
、０
０
０
円
）、
別
途
登

録
年
会
費
２
、
０
０
０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ
事

務
局
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
無
料
体
験
あ
り

幼
児
か
ら
大
人
ま
で　
　
　
　
　
　

空
手
教
室
会
員
募
集

■日
・
■場
月
曜
日
午
後
７
時
…
朝
暘
武
道
館

木
曜
日
午
後
７
時
35
分
…
朝
暘
一
小　

土
曜

日
午
後
５
時
…
羽
黒
体
育
セ
ン
タ
ー　

■費
月

額
２
、
５
０
０
円
（
別
途
入
会
金
２
、
０
０

０
円
、
父
母
会
費
１
世
帯
５
０
０
円
）　

■申

和
道
会
鶴
岡
支
部　

■他
見
学
可

子
育
て
・
子
供
向
け

南
部
児
童
館 

み
な
っ
く
る

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
「
フ
ォ
ト
ア
ー
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▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
と
ん
ぼ
ク
リ
ッ
プ
づ

く
り
」　

■日
９
月
10
日
○土
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時　

■費
１
セ
ッ
ト
１
０
０
円
以
上

▼
都
沢
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト　

▽
大
山

下
池
の
外
来
植
物
駆
除　

■日
９
月
17
日
○土
午

前
９
時　

▽
都
沢
湿
地
の
草
刈
り
集
草　

■日

10
月
１
日
○土
午
前
９
時　

▽
共
通　

■他
要
申

込
み

▼
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
を
捕
ま
え
て
食
べ
る

会　

■日
９
月
24
日
○土
午
前
10
時
、
午
後
１
時　

■定
各
回
５
家
族　

■費
１
人
３
０
０
円

▼
自
然
観
察
会
「
都
沢
湿
地
周
辺
の
ト
ン
ボ

た
ち
」　

■日
10
月
１
日
○土
午
後
１
時　

■定
20

人　

■費
１
人
３
０
０
円　

■申
9
月
29
日
○木
ま

で▼
共
通　

■場
・
■問
自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り

あ
☎
33
‐
８
６
９
３

温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
星
空
観
測
２
０
２
２　

■日
９
月
１
日
～
10

月
13
日
の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

▼
陶
芸
教
室　

■日
９
月
11
日
○日
午
前
10
時
、

午
後
１
時
30
分　

■定
各
回
12
人　

■内
手
び
ね

り
で
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
制
作　

■費
５
０
０

円　

■申
９
月
１
日
○木
～
７
日
○水　

■他
10
月
２

日
○日
に
ゆ
う
薬
掛
け
を
実
施

▼
ピ
ア
ノ
一
日
開
放　

■日
９
月
23
日
○金
午
前

９
時
～
午
後
６
時　

■定
18
組
（
１
組
５
人
ま

で
）　

■内
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
製
ピ
ア
ノ
と
ヤ

マ
ハ
製
ピ
ア
ノ
を
自
由
に
演
奏
（
１
組
30
分

間
）　

■申
９
月
16
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■問
温
海
生
涯
学
習
振

興
会
☎
43
‐
４
４
１
１　

■他
HP

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
水
香
お
ど
り　

■日
毎
週
月
曜
日
午
前
９
時

30
分

▼
楽
焼
教
室　

■日
９
月
６
日
○火
・
７
日
○水
・

８
日
○木
、
10
月
４
日
○火
・
５
日
○水
午
前
９
時

30
分
～
午
後
２
時

▼
健
康
相
談　

■日
９
月
８
日
○木
・
22
日
○木
・

29
日
○木
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６い

で
は
文
化
記
念
館

▼
記
念
講
演
会
「
近
世
の
羽
黒
山
と
庄
内
藩

‐
出
羽
三
山
を
め
ぐ
る
関
係
‐
」　

■日
９
月

19
日
○月
午
後
１
時
30
分　

■定
60
人　

■師
岩
鼻

通
明
氏（
山
形
大
学
名
誉
教
授
）　

■申
９
月
18

日
○日
ま
で

▼
企
画
展
「
羽
黒
山
と
庄
内
藩
‐
天
宥
別
当

事
蹟
・
芭
蕉
門
弟
と
庄
内
俳
壇
‐
」
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク　

■日
９
月
25
日
○日
午
後
１
時
30

分　

■師
同
館
学
芸
員　

■費
大
人
…
４
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
３
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
２
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■問
い
で
は
文
化
記
念
館
☎
62

‐
４
７
２
７

致
道
博
物
館

▼
特
別
展
第
３
部
「
藩
祖
・
酒
井
忠
勝
」

■日
９
月
10
日
○土
～
10
月
31
日
○月
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分　

■内
酒
井
忠
勝
の
事
績
を
歴

史
資
料
や
美
術
工
芸
品
か
ら
た
ど
る　

■他
学

芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
■日
９
月

11
日
○日
午
後
２
時
）
あ
り

▼
上
林
恒
平
刀
匠
に
よ
る
制
作
実
演　

■日
９

月
10
日
○土
・
25
日
○日

▼「
刀
剣
乱
舞
‐
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
‐
」コ
ラ
ボ

企
画　

■日
９
月
24
日
○土
午
前
10
時　

■内
お
っ

き
い
こ
ん
の
す
け
撮
影
会
等

▼
共
通　

■費
大
人
…
８
０
０
円　

高
校
生
・

大
学
生
…
４
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３
０

０
円　

■場
・
■問
致
道
博
物
館
☎
22
‐
１
１
９

９　

■他
周
辺
飲
食
・
菓
子
店
、
展
覧
会
コ
ラ

ボ
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
（
■日
９
月
10
日
○土
～
10

月
31
日
○月
）
あ
り

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
中
秋
の
名
月
を
楽
し
も
う　

■日
９
月
10
日

○土
午
後
７
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■内
お
月
見　

■他
悪
天
候
時
は
中
止

▼
北
楯
大
堰
（
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
）

を
歩
く　

■日
９
月
23
日
○金
午
前
９
時
～
午
後

２
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■場
北
楯
大
堰

（
庄
内
町
）　

■定
先
着
20
人　

■費
２
、
０
０
０

円　

■申
９
月
17
日
○土
ま
で　

■他
悪
天
候
時
は

時
間
を
短
縮
し
て
実
施

▼
紅
葉
の
弥
陀
ヶ
原
観
察
会　

■日
10
月
１
日

○土
・
２
日
○日
午
前
８
時
～
午
後
１
時
（
同
セ

ン
タ
ー
集
合
）　

■定
各
日
先
着
20
人　

■内
紅

葉
の
月
山
８
合
目
弥
陀
ヶ
原
湿
原
を
楽
し
む　

■費
７
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）　

■持
昼

食
等　

■申
９
月
22
日
○木
ま
で　

■他
悪
天
候
時

は
中
止

▼
共
通　

■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

創
造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
９
月
７
日
○水
・
14
日
○水

・
21
日
○水
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

▼
数
独
教
室　

■日
９
月
９
日
○金
・
16
日
○金
・

30
日
○金
午
前
９
時
30
分

▼
土
器
づ
く
り　

■日
９
月
10
日
○土
午
前
９
時

～
午
後
３
時　

■定
先
着
15
人　

■内
野
焼
き
焼

成
に
よ
る
置
物
・
壁
飾
り
等
の
現
代
風
縄
文

土
器
作
り　

■費
４
０
０
円　

■他
要
申
込
み

▼
手
打
ち
讃
岐
う
ど
ん
を
作
ろ
う　

■日
９
月

24
日
○土
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時　

■定
先

着
12
人　

■費
５
０
０
円　

■他
要
申
込
み

▼
焚
き
火
を
楽
し
む
会　

■日
10
月
１
日
○土
午

後
１
時
30
分　

■定
先
着
10
人　

■内
着
火
、
火

の
扱
い
方
か
ら
消
火
ま
で
を
学
ぶ　

■費
３
０

０
円　

■他
要
申
込
み

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

講
座
・
講
習
会

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や�

９
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
フ
ル
ー
ツ
大
福
」　

■日

９
月
10
日
○土
午
前
10
時　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
プ
ロ
も
習
う
花
蔵
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
教
室　

■日
11
日
○日
午
後
１
時
30
分

■費
２
、
５
０
０
円

▼
基
礎
か
ら
学
ぶ
日
本
料
理
わ
た
な
べ
の
日

本
料
理
教
室　

■日
17
日
○土
午
前
10
時　

■費
３
、

０
０
０
円

▼
あ
ん
か
け
ご
ま
豆
腐
作
り　

■日
24
日
○土
午
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約
2
時
間
）　

■他
詳
し
い
日
程
は
要
問
合
せ
。

外
国
語
の
能
力
は
問
わ
ず

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

女
性
セ
ン
タ
ー
秋
季
講
座

▼
心
と
体
と
向
き
合
う
時
間
～
シ
ナ
プ
ソ
ロ

ジ
ー
と
ヨ
ガ
～
（
全
６
回
）　

■日
10
月
５
日

・
12
日
・
19
日
・
26
日
、
11
月
２
日
・
９
日

の
水
曜
日
午
後
７
時　

■定
先
着
16
人　

■師
前

田
恵
氏
（
健
康
運
動
実
践
指
導
者
）　

■費
３
、

３
０
０
円

▼
女
性
の
か
ら
だ
改
善
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
～
エ

イ
ジ
レ
ス
ボ
デ
ィ
を
め
ざ
し
て
（
全
６
回
）

■日
10
月
11
日
・
18
日
・
25
日
、
11
月
１
日
・

８
日
・
15
日
の
火
曜
日
午
後
７
時　

■定
先
着

16
人　

■師
上
野
和
佳
氏
（
フ
リ
ー
ヨ
ガ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

■費
３
、
３
０
０
円

▼
ネ
ッ
ト
編
み
つ
け
で
作
る
冬
の
バ
ッ
グ

（
全
３
回
）　

■日
10
月
14
日
○金
・
21
日
○金
・
28

日
○金
午
前
10
時　

■定
先
着
12
人　

■師
三
浦
桂

子
氏（
全
日
本
綜
合
手
芸
工
芸
講
師
会
講
師
）　

■費
３
、
９
０
０
円

▼
庄
内
刺
し
子
で
が
ま
口
ポ
ー
チ
を
作
ろ
う

（
全
３
回
）　

■日
10
月
17
日
○月
・
24
日
○月
・
31

日
○月
午
後
６
時
30
分　

■定
先
着
７
人　

■師
佐

藤
恵
美
氏
（
庄
内
刺
し
子
の
店
主
宰
）　

■費

３
、
５
０
０
円

▼
男
性
料
理
教
室　

自
分
で
作
る
こ
だ
わ
り

の
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー　

■日
10
月
20
日
○木
午
前

10
時　

■対
男
性
先
着
15
人　

■師
原
田
眞
行
氏

（
ハ
ラ
ダ
の
カ
レ
ー
店
主
）　

■費
１
、
５
５
０

円▼【
特
別
講
座
】「
睡
眠
」
と
「
健
康
」
の
知

恵
袋
講
座
（
全
２
回
）　

■日
10
月
24
日
○月
・

31
日
○月
午
後
２
時　

■定
先
着
20
人　

■師
野
村

利
香
氏
（
明
治
安
田
生
命
チ
ー
フ
・
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
）

▼
共
通　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在

住
ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
９
月
８
日
○木

～
22
日
○木
に
中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー
☎

24
‐
２
３
４
０
へ

中
央
公
民
館
の
講
座

▼
鶴
岡
市
ビ
ス
ト
ロ
下
水
道
の
取
組
み
～
下

水
道
資
源
を
食
に
つ
な
げ
る
～　

■日
10
月
７

日
○金
午
後
２
時
（
鶴
岡
浄
化
セ
ン
タ
ー
集
合
。

送
迎
バ
ス
は
１
時
30
分
に
中
央
公
民
館
発

〈
要
予
約
。
先
着
20
人
〉）　

■定
先
着
30
人

■内
同
セ
ン
タ
ー
見
学
、
ミ
ニ
講
座　

▼
民
謡
は
心
の
ふ
る
さ
と
（
全
４
回
）　

■日

10
月
11
日
○火
・
25
日
○火
、
11
月
８
日
○火
・
15

日
○火
午
後
２
時　

■定
先
着
15
人　

■師
佐
藤
睦

氏
（
さ
ゞ
波
会
代
表
）　

■費
２
、
２
０
０
円

▼
楽
し
く
学
ぶ
！
認
知
症
予
防
講
座
（
全
３

回
）　

■日
10
月
12
日
○水
・
19
日
○水
・
26
日
○水

午
前
10
時
30
分　

■定
先
着
20
人　

■師
設
楽
優

子
氏
・
野
村
利
香
氏
（
明
治
安
田
生
命
チ
ー

フ
・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
）

▼
歌
っ
て
元
気
♪　

フ
レ
イ
ル
予
防
〜
名
曲

を
み
ん
な
で
歌
お
う
〜（
全
３
回
）　

■日
10
月

25
日
○火
、
11
月
８
日
○火
・
29
日
○火
午
前
10
時　

■定
先
着
15
人　

■師
田
中
宏
氏
（
う
た
う
会
ど

ん
ぐ
り
指
導
者
）　

■費
１
、
６
５
０
円

▼
共
通　

■対
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
９
月
８
日
○木
～
22
日
○木
に
中
央
公
民

館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

10
月
14
日
○金
午
前
９
時
～
午
後
４
時
50
分

■費
６
、
０
０
０
円

▼
若
手
社
員
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修　

■日
10

月
19
日
○水
午
前
９
時
～
午
後
４
時
50
分　

■費

６
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■定
20
人　

■場
・
■申
同
セ
ン

タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０　

■他
HP

地
域
を
活
か
す
道
の
駅
戦
略

セ
ミ
ナ
ー

■日
10
月
4
日
○火
午
後
６
時
30
分　

■場
温
海
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

■定
１
５
０
人　

■内「
地

域
、
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

れ
か
ら
の
『
道
の
駅
』
づ
く
り
と
は
」
金
山

宏
樹
氏
（
㈱
シ
カ
ケ
代
表
取
締
役
）　

■申
９

月
26
日
○月
ま
で
温
海
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
43

‐
４
６
１
７
へ

出
羽
庄
内
国
際
村
の
講
座

▼
楊
式
太
極
拳
講
座
（
後
期
）　

■日
10
月
５

日
○水
～
来
年
３
月
22
日
○水
（
全
24
回
）　

■時

入
門
コ
ー
ス
…
午
後
３
時
30
分　

ス
キ
ル
ア

ッ
プ
コ
ー
ス
…
午
後
７
時　

■師
覃
莉
莉
氏　

■費
各
２
万
１
、
６
０
０
円　

■他
各
コ
ー
ス
４

人
以
上
で
開
講

▼
韓
国
語
特
別
講
座
～
韓
国
語
で
ソ
ウ
ル
を

満
喫
し
て
み
よ
う
！
～　

■日
10
月
９
日
○日
午

後
１
時　

■対
韓
国
語
学
習
経
験
者
20
人　

■費

高
校
生
以
上
…
２
、
０
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
１
、
５
０
０
円　

■申
９
月
４
日
○日
～
10

月
２
日
○日
　
■他
８
人
以
上
で
開
講

▼
日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

（
全
４
回
）　

■日
10
月
以
降
の
週
末
（
1
回

後
１
時　

■費
１
、
８
０
０
円

▼
集
ま
れ
多
肉
植
物
好
き
女
子　

初
め
て
の

寄
せ
植
え
教
室　

■日
25
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■費
１
、
８
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
市
場
☎
64
‐
３
０
９
３

介
護
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か�

介
護
の
入
門
的
研
修

■日
９
月
13
日
○火
・
14
日
○水
・
15
日
○木
・
16
日

○金
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
50
分
（
13
日

は
３
時
40
分
ま
で
、
16
日
は
３
時
ま
で
）

■場
勤
労
者
会
館　

■対
介
護
事
業
所
へ
の
就
労

を
考
え
て
い
る
方
、
資
格
取
得
希
望
者
30
人　

■申
９
月
５
日
○月
ま
で
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ

ー
山
形
支
所
☎
０
２
３
‐
６
３
４
‐
９
３
０

１
へ　

■他
HP

山
形
小
説
家
・
ラ
イ
タ
ー
講
座

鶴
岡
出
張
講
座

■日
９
月
18
日
○日
午
後
２
時　

■場
出
羽
庄
内
国

際
村　

■定
先
着
１
５
０
人　

■師
あ
さ
の
あ
つ

こ
氏
（
作
家
）、
池
上
冬
樹
氏
（
文
芸
評
論

家
）　

■費
５
０
０
円　

■申
図
書
館
本
館
☎
25

‐
２
５
２
５

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー�

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
管
理
者
研
修
（
全
２
回
）　

■日
10
月
４
日

○火
・
５
日
○水
午
前
９
時
～
午
後
４
時
50
分

■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
段
取
り
改
善
の
進
め
方
研
修　

■日
10
月
７

日
○金
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■費

６
、
０
０
０
円

▼
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

■日

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
10
月
８
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
消
防
本

部　

■定
・
■内
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
…
成
人
に
対

す
る
心
肺
蘇そ

生
法
・
20
人　

普
通
救
命
講
習

Ⅲ
…
小
児
・
乳
幼
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法

・
10
人　

■申
９
月
８
日
○木
～
29
日
○木
に
消
防

署
警
備
課
☎
22
‐
８
３
３
１
へ　

■他
希
望
者

に
テ
キ
ス
ト
あ
り
（
講
習
Ⅰ
…
２
０
０
円　

講
習
Ⅲ
…
１
０
０
円
）。
応
急
手
当
ウ
ェ
ブ

講
習
事
前
受
講
者
は
実
技
講
習
（
■時

午
前
10
時
30
分
）
の
み
。
市
HP

甲
種
防
火
管
理
講
習 

▼
再
講
習　

■日
10
月
19
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■申
９
月
８
日
○木
～
15
日
○木

▼
新
規
講
習　

■日
10
月
20
日
○木
・
21
日
○金
午

前
９
時
50
分
（
２
日
間
）　

■申
９
月
７
日
○水

～
14
日
○水

▼
共
通　

■場
勤
労
者
会
館　

■定
88
人　

■申
日

本
防
火
・
防
災
協
会
☎
03
‐
６
２
６
３
‐
９

９
０
３　

■他
申
込
書
等
は
消
防
本
部
、
消
防

署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置
（
同
協
会
HP
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム�

美
術
講
座
（
全
３
回
）

▼
初
め
て
の
鋳
造
体
験
～
金
属
の
ペ
ー
パ
ー

ウ
ェ
イ
ト
を
作
ろ
う　

■日
10
月
19
日
○水
・
26

日
○水
、
11
月
2
日
○水
午
後
７
時　

■対
高
校
生

以
上
先
着
12
人　

■内
錫す

ず

合
金
を
鋳
込
ん
で
ペ

ー
パ
ー
ウ
ェ
イ
ト
を
制
作
、
金
属
工
芸
の
座

学　

■師
山
形
太
一
氏（
お
り
が
ね
工
房
主
宰
）　

■費
５
、
０
０
０
円　

■場
・
■申
９
月
４
日
○日
～

10
月
10
日
○月
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

危
険
物
取
扱
者
試
験

■日
10
月
22
日
○土
午
前　

■場
鶴
岡
工
業
高
校

■内
甲
種
、
乙
種
（
全
類
）、
丙
種　

■申
電
子

…
９
月
２
日
○金
～
12
日
○月　

書
面
…
５
日
○月

～
15
日
○木　

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山

形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他
願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各

分
署
に
設
置
。
HP

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

試
験

■日
11
月
13
日
○日
午
後
１
時　

■場
協
同
の
杜
Ｊ

Ａ
研
修
所
（
山
形
市
）　

■費
３
、
０
０
０
円　

■申
９
月
１
日
○木
～
30
日
○金
に
上
下
水
道
部
お

客
様
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
７
６
１
０
へ　

■他
希

望
者
に
テ
キ
ス
ト
・
問
題
集
あ
り
（
２
、
０

０
０
円
）

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

令
和
５
年
３
月
・
４
月
採
用
予
定�

自
衛
官
等
採
用
試
験

▼
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
）　

■日
９
月
24

日
○土
・
25
日
○日
（
２
日
間
）　

■場
防
衛
大
学

校（
横
須
賀
市
）　

■申
９
月
５
日
○月
～
９
日
○金

▼
防
衛
大
学
校
学
生
（
総
合
選
抜
）　

■日
１

次
…
９
月
24
日
○土　

２
次
…
10
月
29
日
○土
・

30
日
○日
（
２
日
間
）　

■場
１
次
…
仙
台
駐
屯

地
（
仙
台
市
）　

２
次
…
防
衛
大
学
校　

■申

９
月
５
日
○月
～
９
日
○金

▼
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）　

■日
９

月
25
日
○日　

■場
神
町
駐
屯
地
（
東
根
市
）　

■申
９
月
16
日
○金
ま
で

▼
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
教
育
部
看
護
学
科

学
生
（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）　

■日
１
次

…
10
月
15
日
○土　

２
次
…
11
月
26
日
○土
・
27

日
○日
の
内
指
定
日　

■場
１
次
…
鶴
岡
合
同
庁

舎　

２
次
…
仙
台
駐
屯
地　

■申
10
月
５
日
○水

ま
で

▼
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
教
育
部
医
学
科
学

生　

■日
１
次
…
10
月
22
日
○土　

２
次
…
12
月

14
日
○水
～
16
日
○金
の
内
指
定
日　

■場
１
次
…

山
形
地
方
合
同
庁
舎
（
山
形
市
）　

２
次
…

防
衛
医
科
大
学
校
（
所
沢
市
）　

■申
10
月
12

日
○水
ま
で

▼
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）　

■日
１
次
…

11
月
５
日
○土
・
６
日
○日
（
２
日
間
）　

２
次

…
12
月
６
日
○火
～
10
日
○土
の
内
指
定
日　

■場

１
次
…
鶴
岡
合
同
庁
舎　

２
次
…
仙
台
駐
屯

地　

■申
10
月
26
日
○水
ま
で

▼
自
衛
官
候
補
生　

■日
11
月
26
日
○土　

■場
神

町
駐
屯
地　

■申
９
月
６
日
○火
～
11
月
18
日
○金

▼
共
通　

■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴

岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

「
雷
サ
ミ
ッ
ト
20
」�

雷
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト　

■
テ
ー
マ　
「
雷
」（
稲
妻
等
雷
を
連
想
さ
せ

る
語
を
含
む
）　

■
部
門　

俳
句
部
門
（
一

般
の
み
）、
川
柳
部
門
（
一
般
、
小
・
中
学
生
）

■
応
募
規
定　

自
作
未
発
表
の
作
品
３
作
品

ま
で
（
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
不
問
）　

■

応
募　

必
要
事
項
を
明
記
し
、
応
募
フ
ォ
ー

ム
ま
た
は
郵
送
等
で
本
所
地
域
振
興
課
へ

■
賞　

各
部
門
ご
と
大
賞
等
各
賞
を
選
定
し
、

賞
状
・
副
賞
等
を
進
呈
。
来
年
１
月
に
開
催

予
定
の「
雷
サ
ミ
ッ
ト
20
」会
場
で
発
表　

■申

９
月
１
日
○木
～
30
日
○金　

■問
同
課
☎

35
‐
１
１
９
１　

■他
市
HP

入
居
時
期
は
11
月
中
旬
以
降�

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

美
原
住
宅

２
階
・
１
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

１
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
者
・
障
害
者
向
け
）
１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
者
・
障
害
者
向
け
）
１

大
山
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅
木
造
平
屋
・
３
L
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

３

朝日
下
名
川
住
宅

木
造
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

木
造
２
階
建
て

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

２

温海
柳
原
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■申
９
月
１
日
○木
～
20
日
○火
に
山
形
県
す
ま
い

・
ま
ち
づ
く
り
公
社
鶴
岡
管
理
事
務
所
☎
35

‐
０
１
５
３
へ

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト

を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
（
抽
せ
ん
）

■日
10
月
22
日
○土　

■場
山
形
テ
ル
サ（
山
形
市
）

■対
市
内
在
住
の
方
８
人
（
１
人
１
枚
）　

■

抽
せ
ん
会　

９
月
22
日
○木
午
前
９
時
（
社
会

教
育
課〈
櫛
引
庁
舎
〉へ
来
庁
）　

■問
同
課
☎
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応
募　

必
要
事
項
を
明
記
し
、
応
募
フ
ォ
ー

ム
ま
た
は
郵
送
等
で
本
所
地
域
振
興
課
へ

■
賞　

各
部
門
ご
と
大
賞
等
各
賞
を
選
定
し
、

賞
状
・
副
賞
等
を
進
呈
。
来
年
１
月
に
開
催

予
定
の「
雷
サ
ミ
ッ
ト
20
」会
場
で
発
表　

■申

９
月
１
日
○木
～
30
日
○金　

■問
同
課
☎

35
‐
１
１
９
１　

■他
市
HP

入
居
時
期
は
11
月
中
旬
以
降�

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

美
原
住
宅

２
階
・
１
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

１
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
者
・
障
害
者
向
け
）
１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
者
・
障
害
者
向
け
）
１

大
山
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅
木
造
平
屋
・
３
L
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

３

朝日
下
名
川
住
宅

木
造
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

木
造
２
階
建
て

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

２

温海
柳
原
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■申
９
月
１
日
○木
～
20
日
○火
に
山
形
県
す
ま
い

・
ま
ち
づ
く
り
公
社
鶴
岡
管
理
事
務
所
☎
35

‐
０
１
５
３
へ

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト

を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
（
抽
せ
ん
）

■日
10
月
22
日
○土　

■場
山
形
テ
ル
サ（
山
形
市
）

■対
市
内
在
住
の
方
８
人
（
１
人
１
枚
）　

■

抽
せ
ん
会　

９
月
22
日
○木
午
前
９
時
（
社
会

教
育
課〈
櫛
引
庁
舎
〉へ
来
庁
）　

■問
同
課
☎

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

57
‐
４
８
６
７　

■他
チ
ケ
ッ
ト
は
後
日
郵
送

令
和
５
年
産
「
つ
や
姫
」 

生
産
者�

・「
雪
若
丸
」
生
産
組
織
募
集

　

認
定
を
受
け
る
に
は
、
水
田
経
営
面
積
や

栽
培
方
法
、
販
売
方
法
等
の
要
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■申
９
月
９
日
○金
ま
で
に
「
つ
や
姫
」
生
産
者

は
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
６
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ
。「
雪
若
丸
」
生

産
組
織
は
庄
内
総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課

☎
64
‐
２
１
０
３
へ　

■他
農
協
、
米
穀
集
荷

業
者
ま
た
は
生
産
組
織
等
を
通
じ
て
申
請
す

る
場
合
は
、
各
団
体
等
の
締
切
日
を
要
確
認

映
画「
ア
イ
・
ア
ム 

ま
き
も
と
」山
形
凱

旋
特
別
上
映
・
舞
台
挨
拶
鑑
賞
者
募
集

■日
９
月
28
日
○水
午
後
３
時　

■場
希
望
ホ
ー
ル

（
酒
田
市
）　

■対
市
内
在
住
の
方
４
０
０
人

（
未
就
学
児
入
場
不
可
）　

■申
往
復
は
が
き
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
９
月
15
日
○木
必
着
で

申
込
み　

■問
本
所
観
光
物
産
課
☎
35
‐
１
３

０
１　

■他
９
月
20
日
○火
に
返
信
は
が
き
で
抽

せ
ん
結
果
を
通
知
。
往
復
は
が
き
の

記
載
方
法
等
詳
し
く
は
市
HP　

タ
ク
ト
で
つ
な
ぐ�

ピ
ア
ノ
リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

▼
出
演
者　

■内
ピ
ア
ノ
演
奏　

■費
８
分
ま
で

の
演
奏
…
１
人
５
０
０
円　

15
分
ま
で
の
演

奏
…
１
人
１
、
０
０
０
円

▼
影
ア
ナ
ウ
ン
ス　

■内
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
体

験　

■対
小
学
５
年
生
以
上
10
人
程
度

▼
共
通　

■日
12
月
24
日
○土
・
25
日
○日
午
後
１

時　

■申
９
月
１
日
○木
午
前
10
時
～
15
日
○木
午

後
７
時
に
同
館
HP
か
ら
（
申
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
せ
ん
）　

■問
同
館
☎
24
‐
５

１
８
８
へ　

■他
HP

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

閉
館
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
募
集
し
て
い
ま
す

■
指
定
曲　
『
蛍
の
光
』『
家
路
』『
鶴
岡
市
民

歌
』　

■
規
定　

オ
リ
ジ
ナ
ル
演
奏
・
編
曲

の
も
の
５
分
以
内　

■
賞　

採
用
者
に
記
念

品
を
贈
呈
。
演
奏
曲
の
一
部
を
動
画
で
紹
介　

■申
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
応
募
Ｃ

Ｄ
と
一
緒
に
、
郵
送
ま
た
は
直
接
同

館
☎
24
‐
５
１
８
８
へ　

■他
HP

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
in
庄
内 

出
場
者
募
集

■日
11
月
６
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

■
部
門　

①
ス
ピ
ー
チ
の
部　

②
暗
唱
の
部

■対
庄
内
地
方
在
住
の
外
国
出
身
者
両
部
門
合

わ
せ
て
10
人
（
暗
唱
の
部
は
最
大
５
人
）　

■
発
表
時
間　

①
５
分
～
７
分
（
テ
ー
マ
自

由
）　

②
３
分
～
４
分
（
課
題
作
品
あ
り
）　

■
各
賞　

①
大
賞
１
人
、
優
秀
賞
１
人
（
参

加
賞
あ
り
）　

②
ベ
ス
ト
暗
唱
賞
１
人
、
奨

励
賞
１
人
（
参
加
賞
あ
り
）　

■場
・
■申
９
月

30
日
○金
ま
で
出
羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３
６

０
０
へ

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
登
録

希
望
者
向
け
相
談
会

■日
９
月
14
日
○水
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
２

時
～
４
時
・
28
日
○水
午
前
10
時
～
正
午　

■場

市
役
所
本
所
別
棟
２
号
館
21
号
会
議
室　

■申

市
HP
内
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら　

■問

本
所
総
務
課
☎
35
‐
１
１
１
４

司
法
書
士
鶴
岡
支
部�

無
料
法
律
相
談
会

■日
９
月
16
日
○金
午
後
６
時
～
８
時　

■場
に
こ

♥

ふ
る　

■内
相
続
登
記
、
成
年
後
見
、
債
務

整
理
等　

■問
樋
渡
司
法
書
士
事
務
所
☎
24
‐

鶴岡第２地方合同庁舎が完成

▲

新しい合同庁舎では、次の機関が業務を行います。

▽１階　ハローワーク鶴岡（鶴岡公共職業安定所）
　■業務開始日　10月11日○火 　■問☎25‐2501

▽２階　鶴岡税務署
　■業務開始日　９月20日○火 　■問☎22‐1401

▽３階　山形地方検察庁鶴岡支部・鶴岡区検察庁
　■業務開始日　９月26日○月 　■問☎22‐0886

　鶴岡公園周辺に位置する鶴岡文化学術交流シビックコア
地区の中心施設として整備を進めていた「鶴岡第２地方合
同庁舎」が完成しました。
　市内に分散している国の官署が集約することで、利用者
の利便性が向上するとともに、中心市街地のにぎわい創出
など、まちづくりへの寄与が期待されます。

■問本所都市計画課☎35‐1315

内
川

▲
�市では地域の防災機能の確保を図るため、同庁舎１階に

防災用資機材を備蓄する防災倉庫を合築しています。
　■問本所防災安全課☎35‐1204

〇所在地　〒997‐0035　鶴岡市馬場町２番12号

▲

防
災
倉
庫

山形地方裁判所

鶴岡アートフォーラム
荘銀タクト鶴岡

市役所本所

鶴岡公園
駐車場

にこ♥ふる

鶴岡公園

鶴岡南高校

▲鶴岡第２合同庁舎外観

荘内病院
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■日９月14日○水 午後１時30分～３時30分　■場
庄内町総合体育館　■対学生、保護者、求職者、
ＵＩＪターン希望者　■参加企業　庄内町に
本社等がある19社　■申庄内町商工観光課☎
0234‐42‐0138

●庄内町 庄内町就職ガイダンス

●酒田市 やわたクラシックコンサート2022
■日10月３日○月 午後７時　■場八幡タウンセン
ター　■定200人　■内ＮＨＫ交響楽団弦楽ト
ップメンバーによる室内楽名曲コンサート　
■費2,000円（全席自由。当日は500円増し）　
■チケット取扱い　９月５日○月 から酒田市各
総合支所、八幡地域各コミュニティセンター、
酒田市総合文化センター、酒田市役所地下
売店へ　■問酒田市八幡総合支所地域振興係☎
0234‐64‐3111　

２
２
４
７

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す�

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
９
月
30
日
○金
午
後
３
時
～
７
時　

■対
市
内
、

三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

先
着
８
人　

■場
・
■申
９
月
29
日
○木
ま
で
東
北

労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７
へ

経
営
上
の
お
悩
み
は
山
形
県

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
へ

■対
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
、
創
業
希
望

者
等　

■内
経
営
改
善
、
創
業
等　

■申
HP
内
申

込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら　

■問
同
窓
口
☎

０
２
３
‐
６
４
７
‐
０
７
０
８

起
業
・
ビ
ジ
ネ
ス�

夜
間
相
談
会

■日
９
月
27
日
○火
午
後
６
時
～
９
時　

■定
６
人

（
１
人
１
時
間
）　

■内
起
業
、
事
業
資
金
融
資
、

補
助
金
活
用
、
経
営
改
善
、
集
客
、
販
売
促

進
、
販
路
拡
大
等　

■場
・
■申
庄
内
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備

士
免
状
を
お
持
ち
の
方
へ

　

同
免
状
に
貼
り
付
け
る
写
真
は
、
撮
影
さ

れ
て
か
ら
10
年
以
内
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
交
付
後
10
年
を

経
過
す
る
前
に
書
換
え
の
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎

０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他
申
込
書

は
消
防
本
部
に
設
置
。
HP

野
生
き
の
こ
の
放
射
性
物
質

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

野
生
き
の
こ
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
の

で
、
次
の
事
項
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
野
生
き
の
こ
は
、
生
育
環
境
の
違
い
に
よ

り
放
射
性
物
質
の
濃
度
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る

た
め
、
出
荷
前
の
検
査
を
徹
底
し
、
安
全
性

を
確
認
し
て
か
ら
出
荷
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
出
荷
に
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
イ

ト
等
に
よ
る
通
信
販
売
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
　
▽
特
に
チ
チ
タ
ケ
、

サ
ク
ラ
シ
メ
ジ
、
コ
ウ
タ
ケ
は
、
過
去
に
基

準
値
を
超
え
る
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
自
主
検
査
を
徹
底
し
、
安
全

性
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

■問
庄
内
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
☎
66
‐
５
５

３
４山

形
県
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金

　

厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
県
内
事
業
者
に

対
し
、
県
独
自
の
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

■
支
給
額　

法
人
…
10
万
円　

個
人
事
業
主

…
５
万
円　

■申
９
月
30
日
○金
ま
で　

■問
同
給

付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
‐
０
０

１
‐
２
８
２　

■他
対
象
事
業
者
や
要

件
等
の
詳
細
は
HP

法
務
局
で
新
し
い
地
図
を
作

成
し
ま
す

　

山
形
地
方
法
務
局
で
、
市
内
若
葉
町
・
家

中
新
町
・
本
町
三
丁
目
の
「
登
記
所
備
付
地

図
」
を
作
成
し
ま
す
。

　

地
図
の
作
成
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■日
令
和
６
年
１
月
ま
で　

■問
同
局
登
記
部
門

☎
０
２
３
‐
６
２
５
‐
１
３
５
８

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 
　本所総務課☎35‐1117

も
し
も
の
と
き
に
備
え
て　

応
急
手
当
を
学
び
た
い　

　

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
出
掛
け
た
先
で
、

子
供
が
け
が
を
し
た
り
、
急
に
体
調
が

悪
く
な
っ
た
り
し
た
場
合
に
備
え
て
、

応
急
手
当
な
ど
を
学
び
た
い
の
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
か
。

ぜ
ひ
普
通
救
命
講
習
を

受
講
し
て
く
だ
さ
い

　

市
の
消
防
署
警
備
課
で
は
、
成
人
や

小
児
・
乳
幼
児
に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生
法

な
ど
を
学
習
で
き
る
普
通
救
命
講
習
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
日
程
等
は
、
本
紙
20
ペ
ー
ジ
ま

た
は
下
記
の
２
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
（
ｅ
‐
ラ
ー

ニ
ン
グ
）
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
（
ｅ
‐
ラ
ー

ニ
ン
グ
）
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
動
画

を
見
る
こ
と
で
、
①
心
肺
蘇
生
法
、
②

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
③
異
物
除
去
法

QＡ
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を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
講
習
の
最

後
に
は
修
了
テ
ス
ト
が
あ
り
、
合
格
す

る
と
受
講
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

同
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
市
の

普
通
救
命
講
習
で
の
座
学
（
１
時
間
）

が
免
除
さ
れ
、
実
技
（
２
時
間
）
の
み

の
受
講
で
、
普
通
救
命
講
習
が
修
了
と

な
り
ま
す
。

　
ｅ
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用
し
た
普
通

救
命
講
習
の
受
講
を
希
望
す
る
方
は
、

下
記
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
概
要
と

受
講
の
流
れ
な
ど
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
ｅ
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
総
務
省
消
防
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
！

　

下
記
の
２
次
元
コ
ー
ド
か

ら
総
務
省
消
防
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し

て
ｅ
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
を
受
講

し
な
い
方
に
と
っ
て
も
、

有
意
義
な
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

急
な
病
気
や
け
が
な
ど
の
救
急
の
現

場
で
は
、
救
急
車
到
着
ま
で
の
間
、
そ

の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
、
救
命
に
必

要
な
応
急
手
当
を
実
施
す
る
こ
と
が
と

て
も
重
要
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に

的
確
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
ぜ
ひ
講

習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
消
防
署
警
備
課
〉

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等）

鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00新型コロナウイルス感染症に関する相談
（ 生 活 支 援 ･ 経 営 支 援 等 ）
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00
内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 火曜～土曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00
教 育 相 談（学校教育 ･ 就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00
〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐028‐234
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎内線151
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 ら し に 関 す る 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

今月の各種相談窓口開設日　9/4 ～ 10/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 13日○火 14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 16日○金 13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 20日○火 13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 ７日○水 10:00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎総務企画課☎53‐2113 20日○火 13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 22日○木 13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 15日○木 14：00～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 10日○土 9：30～16：00（要予約）・同事務所

献血　9/4 ～ 10/3
■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146
月　日 受付時間 会　場
９．10○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
　〃 13：30 ～ 16：00 　　　　〃

28○水     9：30 ～ 11：30 ㈱ニシカワ鶴岡工場

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日＞  　　　　　　①   9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 　② 18：00 ～ 21：00
　　　　　　＜月曜、土曜日＞　　　　　　③ 19：00 ～ 21：30
　・診療科　内科、小児科、外科　　　　　　
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　   ①    9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ② 13：00 ～ 15：00

　　　�受診者・医療従事者への新型コロナウイルス感染予防
のため、おいでになる前に、必ず電話でご連絡ください。

　　　新型コロナウイルス感染症の検査・診察はできません。
！

■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146



【会場／上映作品】▲

荘銀タクト鶴岡 大ホール
　冨樫森監督（鶴岡市出身）
　最新作
　『息ができない』
★冨樫監督トークイベント
　付き特別上映　ほか▲

古今 cocon（山王町８‐18）
　短編ストップモーションアニメ
　『おこんじょうるり』
　『劇場版 ごん‐GON,THE LITTLE FOX‐』▲

みちくさ舎（山王町10‐37）
　ドキュメンタリー映画
　『人生フルーツ』（ナレーション：樹木希林）

【 

令
和
４
年
9
月
１
日
発
行 

】

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

《人口と世帯》（令和４年７月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：121,032人
　　 （男：58,138人、女：62,894人）
　世帯数：49,504世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒 997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒 999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
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◯問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

↑ホームページは
こちらから

↑フェイスブックは
こちらから

↑ツイッターは
こちらから

↑ラインは
こちらから

2022年度自主事業

【チケット販売方法】
①荘銀タクト鶴岡ホームページ
　（インターネット予約）
※座席の指定不可。
※チケット引換え：予約日から２週間以内

　
　に同館で引換え（クレジットカード不可）　
　または代金引換で郵送（手数料600円）。
②�荘銀タクト鶴岡窓口
※座席の指定可。

２
公
演
共
通

【チケット販売開始日時】
９月４日（日）午前10時から先着順
【チケット料金（税込み）】▲

荘銀タクト鶴岡（１作品の鑑賞料・全席指定）
　一般1,500円／大学生1,000円／高校生以下500円
　※車椅子席をご希望の方は、申込みの際にその旨を
　　お伝えください。▲

古今 cocon（２作品の鑑賞料）
　一般1,000円／高校生以下500円▲

みちくさ舎
　一般1,000円／高校生以下500円
※当日券は各200円増し。
※未就学児は保護者１人につき膝上鑑賞１人
　無料（座席が必要な場合は要チケット購入）。

ワンコインコンサートVol .６

２台ピアノで奏でるピアノデュオコンサート
10月23日（日）午後２時開演／荘銀タクト鶴岡 大ホール

チケット料金
（全席指定・税込み）

500円

【チケット販売開始日時】
９月３日（土）午前10時から先着順
※１人４枚まで購入可。
※�未就学児は、保護者１人につき膝上鑑賞

１人無料（座席が必要な場合は要チケッ
ト購入）。

※�車椅子席をご希望の方は、申込みの際に
その旨をお伝えください。

※�政府のガイドラインに従い、客席定員の
100％以内で販売します（今後の状況に
よって変更の場合あり）。石黒桃子 斎藤智美

【演奏曲】
◯モーツァルト：
　２台のピアノのためのソナタ
　Ｋ.448 Ｋ6.375a ニ長調
◯チャイコフスキー：
　くるみ割り人形組曲
◯ディズニー音楽　ほか

《助成》カメイ社会教育振興財団

11月５日（土）午前10時から
☆上映作品・時間の詳細は、荘銀タクト鶴岡
　ホームぺージをご覧ください。


